
JP 2019-518826 A 2019.7.4

(57)【要約】
　洗浄、除菌および消毒のための酸性の噴霧可能な水性組成物が開示されている。特に、
噴霧可能な組成物は、組成物の粘度を変えるための逆相乳化ポリマーを含み、レオロジー
を変えるために使用される分散ポリマー組成物と比較して、多くの利点を与え、洗浄組成
物のミスティングを低減し、呼吸吸入を低減する。スプレー適用中に、組成物の浮遊粒子
の量を低減した組成物を使用する洗浄組成物および洗浄方法が提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ミスティングを低減した噴霧可能な酸性洗浄組成物であって、
　（ａ）有効洗浄量の酸源および／または酸化源と、
　（ｂ）約０．０００１重量％～約１重量％の高分子量逆相乳化ポリマーと、
　（ｃ）少なくとも１種類の界面活性剤と、
　（ｄ）水とを含み、
　前記酸性組成物は、噴霧したときに約１０未満のミクロンサイズを有する浮遊するエア
ロゾル粒子の生成を低減し、前記組成物の使用溶液は、剪断粘度が約１～約１０００ｃＰ
ｓであり、前記高分子量逆相乳化ポリマーは、前記組成物の前記剪断粘度を約１０％を超
えて上昇させない、噴霧可能な酸性洗浄組成物。
【請求項２】
　前記酸源が、無機強酸、有機酸またはこれらの混合物を含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　前記酸源が、リン酸、および／またはクエン酸、マレイン酸、フマル酸、安息香酸、ソ
ルビン酸からなる群から選択されるカルボン酸、スルファミン酸、並びにこれらの混合物
からなる群から選択される、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　過酸化水素酸化源をさらに含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物のｐＨが約１～約７である、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物のｐＨが約６～約７である、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　前記組成物のｐＨが約１～約４である、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記逆相乳化ポリマーが、カチオン性ポリマー、非イオン性ポリマーおよび／または双
性イオン性ポリマーである、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記逆相乳化ポリマーは、分子量が１００万Ｄａ～２５００万Ｄａであり、粒径が０．
１～１０ミクロンの範囲である、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記逆相乳化ポリマーは、分子量が１００万Ｄａ～２０００万Ｄａであり、粒径が０．
２５～３ミクロンの範囲である、請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記逆相乳化ポリマーは、粘度が５０～５０００ｃＰｓである、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記逆相乳化ポリマーが、カチオン性ポリマーである、請求項１～１１のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記逆相乳化ポリマーが、２－（アクリロイルオキシ）－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルエタ
ンアミニウム（ＤＭＡＥＡ・ＭＣＱ）、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド、ジメチ
ルアミノエチルアクリレートメチルクロリド四級塩、アクリルアミドプロピルトリメチル
アンモニウムクロリド、ジメチルアミノエチルメタクリレートメチルクロリド四級塩、メ
タクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド、またはこれらの組み合わせで
ある、請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記逆相乳化ポリマーは、前記組成物の前記剪断粘度を約５％を超えて上昇させず、前
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記組成物は、室温で少なくとも約１年間、安定なままである、請求項１～１３のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記逆相乳化ポリマーは、前記組成物の前記剪断粘度を約３％を超えて上昇させず、前
記組成物は、室温で少なくとも約１年間、安定なままである、請求項１～１３のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記組成物の前記使用溶液は、剪断粘度が、約１～約２００ｃＰｓ、好ましくは約１～
約１００ｃＰｓ、好ましくは約１～約５０ｃＰｓである、請求項１～１５のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記界面活性剤が、非イオン性および／または両性である、請求項１～１６のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記界面活性剤が、直鎖アルコールエトキシレート、アミンオキシドおよび／またはコ
コアミドプロピルベタインである、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記組成物が、約１～約２０重量％の前記酸源と、約０．０００５～約０．５重量％の
前記逆相乳化ポリマーと、約０．１～約２５重量％の一つ又は複数の前記界面活性剤と、
約２５～約９９重量％の水とを含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２０】
　相溶性溶媒、さらなる酸味料および／またはさらなる機能性成分をさらに含む、請求項
１～１９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記溶媒が、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール、エチレング
リコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、プ
ロピレングリコールメチルエーテル、プロピレングリコールエチルエーテル、プロピレン
グリコールプロピルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテル、エチレングリコ
ールメチルエーテル、エチルグリコールブチルエーテル、ジエチレングリコールブチルエ
ーテル、およびこれらの混合物からなる群から選択されるヒドロキシ置換有機溶媒である
、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記逆相乳化ポリマーが、カチオン性モノマー、非イオン性モノマーおよび／または双
性イオン性モノマーを含むモノマーの重合によって作られる、請求項１～２１のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記非イオン性モノマーが、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルア
クリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアクリルアミド、Ｎ－イソプロピルアクリルアミド、Ｎ
－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニルメチルアセトアミド、Ｎ－ビニルピロリドン、ヒドロ
キシエチルメタクリレート、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシプロピルアクリ
レート、ヒドロキシプロピルメタクリレート、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミド、Ｎ
－メチロールアクリルアミド、またはこれらの組み合わせである、請求項２２に記載の組
成物。
【請求項２４】
　前記カチオン性モノマーが、ジアルキルアミノアルキルアクリレートおよびジアルキル
アミノアルキルメタクリレート、およびこれらの四級塩または酸塩である、請求項２２に
記載の組成物。
【請求項２５】
　前記モノマーが、ジメチルアミノエチルアクリレートメチルクロリド四級塩、ジメチル
アミノエチルアクリレートメチルサルフェート四級塩、ジメチルアミノエチルアクリレー
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トベンジルクロリド四級塩、ジメチルアミノエチルアクリレート硫酸塩、ジメチルアミノ
エチルアクリレート塩酸塩、ジメチルアミノエチルメタクリレートメチルクロリド四級塩
、ジメチルアミノエチルメタクリレートメチルサルフェート四級塩、ジメチルアミノエチ
ルメタクリレートベンジルクロリド四級塩、ジメチルアミノエチルメタクリレート硫酸塩
、ジメチルアミノエチルメタクリレート塩酸塩、ジアルキルアミノアルキルアクリルアミ
ドまたはメタクリルアミド、およびこれらの四級塩または酸塩、例えば、アクリルアミド
プロピルトリメチルアンモニウムクロリド、ジメチルアミノエチルアクリレートメチルク
ロリド四級塩、ジメチルアミノエチルアクリレートベンジルクロリド四級塩、ジメチルア
ミノエチルメタクリレートメチルクロリド四級塩、ジメチルアミノエチルメタクリレート
ベンジルクロリド四級塩、メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド、
ジメチルアミノプロピルアクリルアミドメチルサルフェート四級塩、ジメチルアミノプロ
ピルアクリルアミド硫酸塩、ジメチルアミノプロピルアクリルアミド塩酸塩、メタクリル
アミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド、ジメチルアミノプロピルメタクリルア
ミドメチルサルフェート四級塩、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド硫酸塩、ジメ
チルアミノプロピルメタクリルアミド塩酸塩、ジエチルアミノエチルアクリレート、ジエ
チルアミノエチルメタクリレート、ジアリルジエチルアンモニウムクロリド、ジアリルジ
メチルアンモニウムクロリド、またはこれらの組み合わせである、請求項２２に記載の組
成物。
【請求項２６】
　前記双性イオン性モノマーが、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリロイルオキシエチル－Ｎ
－（３－スルホプロピル）－アンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルア
ミドプロピル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）－アンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジメチ
ル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アンモニウムベタイン
、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）－ア
ンモニウムベタイン、２－（メチルチオ）エチルメタクリロイル－Ｓ－（スルホプロピル
）－スルホニウムベタイン、２－［（２－アクリロイルエチル）ジメチルアンモニオ］エ
チル　２－メチルホスフェート、２－（アクリロイルオキシエチル）－２’－（トリメチ
ルアンモニウム）エチルホスフェート、［（２－アクリロイルエチル）ジメチルアンモニ
オ］メチルホスホン酸、２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン（ＭＰＣ）、
２－［（３－アクリルアミドプロピル）ジメチルアンモニオ］エチル　２’－イソプロピ
ルホスフェート（ＡＡＰＩ）、１－ビニル－３－（３－スルホプロピル）イミダゾリウム
ヒドロキシド、（２－アクリルオキシエチル）カルボキシメチルメチルスルホニウムクロ
リド、１－（３－スルホプロピル）－２－ビニルピリジニウムベタイン、Ｎ－（４－スル
ホブチル）－Ｎ－メチル－Ｎ，Ｎ－ジアリルアミンアンモニウムベタイン（ＭＤＡＢＳ）
、Ｎ，Ｎ－ジアリル－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－スルホエチル）アンモニウムベタイン、ま
たはこれらの組み合わせである、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２７】
　前記組成物が、任意のキサンタンおよび／または任意の従来の増粘剤を含まない、請求
項１～２６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２８】
　噴霧したときのミスティングを低減する、請求項１～２７のいずれか一項に記載の洗浄
組成物を適用するためのシステムであって、前記システムは、
　（ａ）スプレーボトルに接続したスプレーヘッドを備える噴霧器と、
　（ｂ）前記スプレーボトルの中に入った請求項１～２７のいずれか一項に記載の即使用
可能な水性洗浄組成物と、を含み、前記スプレーヘッドは、前記水性洗浄組成物を分注す
るように調整され、
　前記組成物は、ユーザの呼吸領域内で１０以下のミクロンサイズを有する粒子のミステ
ィング全濃度が６０粒子／ｃｍ３以下であり、前記組成物は、剪断粘度が約１～約１００
０ｃＰｓであり、前記高分子量逆相乳化ポリマーは、前記組成物の前記剪断粘度を約１０
％を超えて上昇させない、システム。
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【請求項２９】
　前記洗浄組成物が、前記酸源と、高分子量逆相乳化ポリマーと、一つ又は複数の界面活
性剤と、水とを合わせることによって、ライン内または系内で作られ、溶解して均一な溶
液を生成するのに必要なのが１０分未満である、請求項２８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記噴霧器が、低速噴霧器である、請求項２８または２９に記載のシステム。
【請求項３１】
　噴霧された、ミスティングを低減した水性洗浄組成物を用いて硬質表面を洗浄する方法
であって、
　（ａ）汚れた表面を、請求項１～２７のいずれか一項に記載の水性洗浄組成物と接触さ
せることと、
　（ｂ）前記硬質表面を拭き取り、処理フィルムと汚れを除去することとを含む、方法。
【請求項３２】
　前記水性洗浄組成物は、ユーザの呼吸領域内で１０以下のミクロンサイズを有する粒子
のミスティング全濃度が、ｃｍ３あたりの全粒子数で測定する場合、６０粒子／ｃｍ３以
下である、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記適用する工程は、トリガー噴霧器を使用する、請求項３１または３２に記載の方法
。
【請求項３４】
　前記汚れが、石鹸スカムまたは硬水スケールである、請求項３１～３３のいずれか一項
に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本出願は、優先権を主張し、２０１６年５月２３日に出願された、表題が「Ｒｅｄｕｃ
ｅｄ　Ｍｉｓｔｉｎｇ　Ｃｌｅａｎｉｎｇ，Ｓａｎｔｉｚｉｎｇ，ａｎｄ　Ｄｉｓｉｎｆ
ｅｃｔｉｎｇ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓ　ｖｉａ　ｔｈｅ　Ｕｓｅ　ｏｆ　Ｈｉｇｈ　
Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｗｅｉｇｈｔ　Ｗａｔｅｒ－ｉｎ－Ｏｉｌ　Ｅｍｕｌｓｉｏｎ　Ｐ
ｏｌｙｍｅｒｓ」の米国仮出願番号第６２／３４０，０７９号に関する。この特許出願の
全内容は、明細書、特許請求の範囲、および要約、ならびにそれらの任意の数字、表また
は図面を含むが、これに限定されることなく、参照により本明細書に明確に組み込まれる
。
【０００２】
　本発明は、洗浄、除菌および消毒のための噴霧可能な水性組成物の分野に関する。本発
明は、さらに、ミスティング（噴霧化）を低減し、したがって、吸入を低減するという利
点を与える、例えば、エアロゾルまたはポンプスプレーを含む、噴霧可能な水性組成物に
関する。噴霧可能な水性組成物は、使用溶液に固有のレオロジーを変えるために逆相乳化
（油中水）ポリマーを含み、低い剪断粘度と高い伸長粘度を生じ、トリガースプレーの歪
みを減少させ、トリガー噴霧を減少させる。さらに、ライン内での混合およびその場での
配合といった製造上の利点、希釈および使用の容易さ、汚れに対する作用速度の増加。特
に、本発明は、スプレー適用中に、組成物の浮遊粒子の量を低減した、組成物および洗浄
方法を提供する。
【背景技術】
【０００３】
　硬質表面用の酸性洗浄組成物およびアルカリ性洗浄組成物は、家庭および施設にみられ
る様々な表面から頑固な汚れを除去するために、長年にわたって使用されてきた。様々な
表面に共通する強固な有機物および有機物／無機物を基礎とした汚れに対処するために、
様々な洗浄組成物が開発されてきた。特に有用なクリーナーの１つの形態は、一般的に加
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圧エアロゾルまたはポンプスプレー装置から一般的に運ばれる水性アルカリ性クリーナー
である。この種のクリーナーは、様々な表面への大きな有用性がある。スプレーオン型液
体クリーナーを用いて表面を実質的に完全に覆いつつ、垂直面、頭上面または傾斜面に、
または複雑な湾曲した表面または折り畳まれた表面を有する表面に噴霧することによって
物質を運ぶことができるからである。基本的な無機汚れを除去するために、酸性スプレー
オン型クリーナーも知られており、より一般的になりつつある。
【０００４】
　スプレー装置は、標的硬質表面に接触する組成物の噴霧パターンを生成する。組成物の
大部分は標的表面に留まるようになり、一方、噴霧可能な組成物の少量部分は、洗浄組成
物の小さな粒子からなる浮遊エアロゾルまたはミスト（例えば、浮遊ミストまたは細かく
分割されたエアロゾル）になると考えられ、これらは、分注部位の周囲の大気中に所定期
間、例えば、約５秒間～約１０分間、懸濁または分散したままであろう。このような噴霧
プロセスの間に発生した浮遊ミストまたは細かく分割されたエアロゾルには、かなりの問
題があるだろう。
【０００５】
　細かく分割されたエアロゾルまたはミストの形態の強塩基洗浄組成物を含むこのような
水性組成物は、ユーザにおいて呼吸困難を引き起こす可能性がある。呼吸困難を軽減する
ために、少量のアルカリ性洗浄成分を含むいくつかの噴霧可能な水性組成物が配合されて
いる。強力な腐食剤は、重炭酸塩のような還元アルカリ性塩基または溶媒物質によって置
き換えられている。しかしながら、これらの材料の濃度の減少または置き換えは、しばし
ば、使用時に材料の洗浄活性および有効性を低下させる可能性がある。これにより、還元
性アルカリ物質の洗剤特性を高めるために、有機界面活性剤またはグリコール、アルキル
エーテルまたはジメチルスルホキシド溶媒物質の使用を必要とする。噴霧可能な水性組成
物にも改善がみられるものの、効果的な洗浄、除菌および消毒を与えつつ、ミスティング
が低減し、したがって吸入が低減した、改良された組成物が依然として必要である。
【０００６】
　種々の用途のためのポリマーの開発および改良としては、少なくとも５モル％のジアル
キルアミノアルキルアクリレートを含む、アクリルアミドの粒状の架橋したコポリマーを
開示している欧州特許第２０２，７８０号；開始時と重合プロセス中に、反応への利用可
能性がプロセス全体で実質的に一定であるような条件下で、架橋剤の添加を開示している
米国特許第４，９５０，７２５号；水溶性の架橋した高分子量カチオン性ポリマーを開示
している欧州特許第３７４，４５８号；ＤＡＤＭＡＣ／アクリルアミドコポリマーの重合
終了時の連鎖移動剤を開示している欧州特許第３６３，０２４号；実質的に直鎖のカチオ
ン性ポリマー（例えば、アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアクリレートメチルクロ
リド四級塩コポリマー）の使用を開示している米国特許第４，９１３，７７５号；分枝カ
チオン性ポリアクリルアミド粉末（例えば、アクリルアミド／ジメチルアミノエチルアク
リレート四級塩コポリマー）を開示している米国特許第５，３９３，３８１号；および油
中水エマルション、分散物またはゲル重合を用いて合成され、溶解速度が速く、比粘度が
非常に低い、水溶性のカチオン性、アニオン性および非イオン性のポリマーを開示してい
る国際公開第２００２００２６６２号に開示されるものが挙げられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、塩素を含まない硬質表面クリーナーについて、ミスティングが低減し、ア
ンチミストであり、および／または粒径が制御された組成物を開発することが、請求され
た本発明の目的である。
【０００８】
　本発明のさらなる目的は、洗浄組成物のユーザが、洗浄組成物の噴霧によって発生した
ミストまたは他の小さな粒子にさらされるのを低減するか、および／またはなくすための
、ミスティングが低減された製品である。
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【０００９】
　本発明のさらなる目的は、酸化製剤を含め、中性、酸性および／またはアルカリ性の製
剤において、逆相乳化ポリマーを用いた配合に適した、ミスティングが低減された製品で
ある。
【００１０】
　本発明のさらに別の目的は、組成物の噴霧によって発生するミストまたは他の小さな粒
子の量を減らしつつ、硬質表面を処理するための逆相乳化ポリマー組成物を用い、洗浄す
る方法を提供することである。
【００１１】
　本発明の他の目的、利点および特徴は、添付の図面と組み合わせて考慮される以下の明
細書から明らかになるだろう。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の利点は、低い剪断粘度と高い伸長粘度を与えるために、使用溶液組成物のレオ
ロジーを変えるための逆相乳化（油中水）ポリマーを含む噴霧可能な水性組成物によって
提供される。このようにレオロジーを変えると、中性、酸性またはアルカリ性の洗浄組成
物を噴霧したときにミスティングが低減するという利点がある。このようにレオロジーを
変えると、中性、酸性またはアルカリ性の洗浄組成物を噴霧したときにトリガースプレー
の歪みが低減するというさらなる利点がある。
【００１３】
　一実施形態では、本発明は、適用可能な洗浄組成物のための有効洗浄量のアルカリ源、
酸源および／または酸化源、高分子量逆相乳化ポリマー、少なくとも１つの界面活性剤、
水を含む、ミスティングが低減した、噴霧可能な洗浄組成物を提供する。一態様では、洗
浄組成物は、噴霧されたとき、約１０未満のミクロンサイズを有する浮遊するエアロゾル
粒子（すなわち吸入可能な粒子）の生成を低減する。
【００１４】
　さらなる実施形態では、本発明は、噴霧したときのミスティングが低減する、洗浄組成
物を適用するためのシステムであって、このシステムが、スプレーボトルに接続したスプ
レーヘッドを備える噴霧器と、水性組成物を分注するように調整されたスプレーボトルと
スプレーヘッドに入った水性の即使用可能な（ready-to-use）洗浄組成物とを含む、シス
テムを提供する。
【００１５】
　なおさらなる実施形態では、本発明は、ミスティングを低減した、噴霧された水性洗浄
組成物を用いて硬質表面を洗浄する方法であって、汚れた表面を、水性洗浄組成物と接触
させることと、前記硬質表面を拭き取り、処理フィルムと汚れを除去することとを含む、
方法を提供する。
【００１６】
　なおさらなる実施形態では、ミスティングが低減した、噴霧可能な中性、アルカリ性ま
たは酸性の洗浄組成物（酸化組成物を含む）を製造する方法が提供される。
【００１７】
　複数の実施形態が開示されているが、本発明のさらに他の実施形態は、本発明の例示的
な実施形態を示す以下の詳細な説明から当業者には明らかになるであろう。したがって、
図面および詳細な説明は、本質的に例示的であり、限定的ではないとみなされるべきであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、除菌組成物について実施例２に記載される粘弾性測定を示す。コントロ
ール（陰性）（図１）。
【図２】図２は、除菌組成物について実施例２に記載される粘弾性測定を示す。コントロ
ール陽性（図２）。
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【図３】図３は、除菌組成物について実施例２に記載される粘弾性測定を示す。逆相乳化
ポリマーを含有する製剤２（図３）。
【図４】図４は、除菌組成物について実施例２に記載される粘弾性測定を示す。逆相乳化
ポリマーを含有する製剤３（図４）。
【図５】図５は、除菌組成物について実施例２に記載される粘弾性測定を示す。逆相乳化
ポリマーを含有する製剤４（図５）。
【図６】図６は、アルカリ性溶液中のコントロールと比較した、逆相乳化ポリマーを含有
する本発明の実施形態に係る、ミストの濃度を示す、粒径が０．１～１０ｕｍの全粒子数
（呼吸領域内で発生したミストの濃度）を示す。
【図７】図７は、酸性溶液中のコントロールと比較した、逆相乳化ポリマーを含有する本
発明の実施形態に係る、ミストの濃度を示す、粒径が０．１～１０ｕｍの全粒子数（呼吸
領域内で発生したミストの濃度）を示す。
【図８】図８は、ポリマーを含まないコントロールと比較した、逆相乳化ポリマーを含有
する本発明の実施形態に係る酸性組成物の石鹸スカム除去試験結果の結果を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の様々な実施形態は、図面を参照して詳細に説明され、同様の参照番号は、いく
つかの図を通して同様の部品を表す。種々の実施形態に対する言及は、本発明の範囲を限
定しない。本明細書で示される図面は、本発明の種々の実施形態に対する限定ではなく、
本発明の例示的な説明を与えるものである。
【００２０】
　本発明は、ミスティングを低減した、硬質表面洗浄組成物に関する。逆相乳化ポリマー
を含有する、ミスティングが低減した洗浄組成物は、従来の噴霧可能な洗浄組成物と比べ
て多くの利点を有する。例えば、この組成物は、粒子状物質を減少させ、したがって、ユ
ーザによる吸入が減る。本発明の一態様では、逆相乳化ポリマーを含有する洗浄組成物溶
液は、例えば、粒子の吸入を最小限にするために、少なくとも約１０ミクロンの粒径で組
成物を運ぶことによって、ミクロンサイズの粒子の状態で運ばれ、吸入が減る。さらなる
態様では、洗浄組成物溶液は、ユーザの呼吸領域内で１０ミクロン以下の粒径を有する粒
子のミスティング全濃度が６０粒子／ｃｍ３以下である。
【００２１】
　本発明の実施形態は、特定の組成物、製造方法および／または硬質表面を洗浄するため
のその使用方法に限定されず、様々に変化してもよく、当業者によって理解される。さら
に、本明細書で使用される全ての専門用語は、特定の実施形態を記載するという目的のた
めだけのものであり、いかなる様式または範囲にも限定することを意図していないことを
理解すべきである。例えば、本明細書および添付の特許請求の範囲で使用される場合、単
数形「１つの（ａ）」、「１つの（ａｎ）」および「その（ｔｈｅ）」は、その内容が明
らかに他の意味であることを示さない限り、複数の指示対象を含むことができる。さらに
、全ての単位、接頭語および記号は、ＳＩが許容する形式で示されてもよい。
【００２２】
　明細書内に列挙された数値範囲は、範囲を規定する数字を含み、規定された範囲内のそ
れぞれの整数を含む。本開示全体で、本発明の様々な態様が、範囲の形式で提示される。
範囲の形式の記載は、単に簡便さおよび簡潔さのためのものであり、本発明の範囲に対す
る柔軟性のない制限として解釈されるべきではないことを理解されたい。したがって、あ
る範囲の記載は、その範囲内の全ての可能な部分範囲および個々の数値を具体的に開示し
ているとみなすべきである。例えば、１～６のような範囲の記載は、１～３、１～４、１
～５、２～４、２～６、３～６などの部分範囲と、この範囲内の個々の数値、例えば、１
、２、３、４、５および６を具体的に開示しているとみなすべきである。これは範囲の幅
に関係なく適用される。
【００２３】
　本発明がより容易に理解され得るように、特定の用語が最初に定義される。他に定義さ
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れない限り、本明細書で使用される全ての技術用語および科学用語は、本発明の実施形態
が属する分野の当業者によって一般的に理解されるのと同じ意味を有する。本明細書に記
載されたものと同様であるか、改変されているか、または同等の多くの方法および材料を
、過度の実験なしに本発明の実施形態の実施において使用することができるが、好ましい
材料および方法が本明細書に記載される。本発明の実施形態の説明および請求において、
以下に示す定義に従って、以下の用語が使用される。
【００２４】
　用語「約」は、本明細書で使用される場合、例えば、実際の世界で濃縮物または使用溶
液を作製するために使用される典型的な測定手順および液体取り扱い手順によって、これ
らの手順の中の故意ではないエラーによって、製造、供給源、または組成物を作製するか
、または方法を実施するために使用される成分の純度における差などによって、起こり得
る数値量の変動を指す。用語「約」は、特定の初期の混合物から得られる組成物について
の異なる平衡条件に起因して異なる量も包含する。用語「約」によって修飾されていても
されていなくても、特許請求の範囲は、その量に対して均等なものを含む。
【００２５】
　「ＡｃＡｍ」との用語または略語は、アクリルアミドを指す。
【００２６】
　用語「活性物質」または「活性物質のパーセント」または「活性物質の重量パーセント
」または「活性物質の濃度」は、本明細書で相互に置き換え可能に用いられ、パーセント
で表現される、不活性成分（例えば、水または塩）を引いた洗浄物中に含まれる成分の濃
度を指す。
【００２７】
　本明細書で使用される場合、用語「活性塩素」、「塩素」および「次亜塩素酸塩」は全
て相互に置き換え可能に用いられ、当業者に知られている標準滴定技術によって評価され
るような、使用溶液中で利用可能な測定可能な塩素を意味する。好ましい態様では、逆相
乳化ポリマー組成物は、塩素を含まない洗浄組成物を与える。
【００２８】
　本明細書で使用される場合、「エアロゾル」および「ミスト」という用語は、洗浄部位
の周囲の雰囲気に少なくとも５秒間、より一般的には１５秒間から１０分間、懸濁または
分散したままであり得る小さな粒子を含む洗浄組成物の浮遊分散物を指す。
【００２９】
　本明細書で使用される場合、用語「洗浄」とは、汚れの除去、漂白、微生物の集合の減
少およびこれらの任意の組み合わせを促進するか、または補助するために使用される方法
を指す。本明細書で使用される場合、用語「微生物（ｍｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍ）」は
、任意の細胞構造のない有機体または単細胞有機体（コロニー状のものを含む）を指す。
微生物は、全ての原核生物を含む。微生物としては、微生物（シアノ微生物）、胞子、地
衣類、真菌、原虫、ビリノ、ウイロイド、ウイルス、ファージおよびある種の藻類が挙げ
られる。本明細書で使用される場合、用語「微生物（ｍｉｃｒｏｂｅ）」は、微生物（ｍ
ｉｃｒｏｏｒｇａｎｉｓｍ）と同義である。
【００３０】
　「ＤＡＤＭＡＣ」との用語または略語は、塩化ジアリルジメチルアンモニウムを指す。
【００３１】
　「ＤＭＡＥＡ」という用語または略語は、ジメチルアミノエチルアクリレートを指す。
【００３２】
　「ＤＭＡＥＭ」との用語または略語は、ジメチルアミノエチルメタクリレートを指す。
【００３３】
　「ＤＭＡＥＡ　ＢＣＱ」という用語または略語は、ジメチルアミノエチルアクリレート
塩化ベンジル四級塩を指す。
【００３４】
　「ＤＭＡＥＡ’ＭＣＱ」との用語は、ジメチルアミノエチルアクリレート塩化メチル四
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級塩を指す。
【００３５】
　本明細書で使用される場合、用語「消毒剤」は、Ａ．Ｏ．Ａ．Ｃ．Ｕｓｅ　Ｄｉｌｕｔ
ｉｏｎ　Ｍｅｔｈｏｄｓ，Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ａｎａｌｙｓｉｓ
　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ａｎａｌｙｔｉｃ
ａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｓ，段落９５５．１４および適用可能な章、第１５版、１９９０（
ＥＰＡ　Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ　９１－２）に記載される手順を用い、大部分の認識されて
いる病原微生物を含む全ての栄養細胞を殺す薬剤を指す。本明細書で使用される場合、用
語「高レベルの消毒」または「高レベルの消毒剤」は、高レベルの細菌胞子を除き、全て
の有機体を実質的に殺す化合物または組成物を指し、食品医薬品局によって滅菌剤として
上市する許可を与えられている化学的殺菌剤を用いて達成される。本明細書で使用される
場合、用語「中レベルの消毒」または「中レベルの消毒剤」は、環境保護庁（ＥＰＡ）に
よって殺菌剤として上市する許可を与えられている化学的殺菌剤を用い、マイコバクテリ
ウム、ほとんどのウイルスおよび微生物を殺す化合物または組成物を指す。本明細書で使
用される場合、用語「低レベルの消毒」または「低レベルの消毒剤」は、ＥＰＡによって
病院用消毒剤として登録されている化学的殺菌剤を用いて、ある種のウイルスおよび微生
物を殺す化合物または組成物を指す。
【００３６】
　「ＥＤＴＡ　４Ｎａ＋」との用語または略語は、エチレンジアミン四酢酸四ナトリウム
塩を指す。
【００３７】
　用語「硬質表面」は、固体であり、実質的に柔軟ではない表面、例えば、カウンタート
ップ、タイル、床、壁、パネル、窓、衛生器具、台所および風呂場の家具、電化製品、エ
ンジン、回路基板および皿を指す。硬質表面は、例えば、医療関係の表面および食品を加
工する表面を含んでいてもよい。
【００３８】
　本明細書で使用される場合、句「医療関係の表面」は、医療関係の活動の一部として使
用される機器、デバイス、カート、ケージ、家具、構造、建物などの表面を指す。医療関
係の表面の例としては、医療機器または歯科機器の表面、医療デバイスまたは歯科デバイ
スの表面、患者の健康をモニタリングするために使用される電子機器の表面、医療関係を
実施する床、壁、構造の備品の表面が挙げられる。医療関係の表面は、病院、手術室、疾
病室、誕生室、霊安室、臨床診断室に見出される。これらの表面は、「硬質表面」（例え
ば、壁、床、病人用おまるなど）、または布地表面、例えば、編地、織地および不織表面
（例えば、手術着、掛け布、ベッドリネン、包帯など）または患者ケア器具（例えば、呼
吸補助器、診断器具、シャント、身体スコープ、車椅子、ベッドなど）、または施術器具
および診断器具を象徴するものであってもよい。医療関係の表面は、動物の医療関係で使
用される物品および表面を含む。
【００３９】
　本明細書で使用される場合、句「食品を加工する表面」は、食品の加工、準備または貯
蔵の一部として使用される道具、機械、器具、構造、建物などの表面を指す。食品を加工
する表面の例としては、食品の加工または準備の器具（例えば、スライス、缶開け、また
は運ぶ器具、人工水路を含む）の表面、食品を加工する食器（例えば、用具、皿食器、洗
い用食器およびバーのグラス）の表面、床、壁の表面、または食品の加工を行う構造の備
品が挙げられる。食品を加工する表面が見出され、食品の腐敗を防止する空気循環系、無
菌パッケージの除菌、食品冷蔵庫および冷却器の洗浄剤および除菌剤、食器洗浄の除菌、
漂白洗浄および除菌、食品包装材料、まな板添加剤、第３のシンクの除菌、飲料低温保存
および加温器、肉の低温保存または沸湯、自動皿除菌剤、除菌ゲル、冷却塔、食品を処理
する抗微生物布スプレー、ゼロから低濃度の食品調製物の水性潤滑剤、油、リンス添加剤
で使用される。
【００４０】
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　本明細書で使用される場合、逆相乳化ポリマーの「モノマー」という用語は、重合可能
なアリル系、ビニル系またはアクリル系の化合物を意味する。モノマーは、アニオン性、
カチオン性または非イオン性であってもよい。いくつかの実施形態では、ビニルモノマー
が好ましく、他の実施形態では、アクリルモノマーがより好ましい。
【００４１】
　本特許出願の目的のために、水で洗浄することによって、微生物の集合が少なくとも約
５０％減少するか、またはもっと顕著に多い減少が達成されるとき、微生物の減少の成功
が達成される。微生物の集合の減少度が大きいほど、防腐性のレベルが大きい。
【００４２】
　本明細書で使用される場合、用語「除菌剤」は、公衆衛生要件によって判断されるよう
に、細菌汚染物質の数を安全なレベルまで減らす薬剤を指す。一実施形態では、本発明で
の使用のための除菌剤は、少なくとも９９．９９９％の減少（５ｌｏｇ程度の減少）を与
えるだろう。これらの減少は、Ｇｅｒｍｉｃｉｄａｌ　ａｎｄ　Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔ　Ｓ
ａｎｉｔｉｚｉｎｇ　Ａｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｄｉｓｉｎｆｅｃｔａｎｔｓ，Ｏｆｆｉｃｉ
ａｌ　Ｍｅｔｈｏｄｓ　ｏｆ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ　ｏｆ　Ｏｆｆｉｃｉａｌ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｓ，段落９６０．
０９および適用可能な章、第１５版、１９９０（ＥＰＡ　Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅ　９１－２
）に記載の手順を用いて評価することができる。この参考文献によれば、除菌剤は、いく
つかの試験生物に対して、２５±２℃の室温で３０秒以内に９９．９９９％の減少（５ｌ
ｏｇ程度の減少）をもたらすべきである。
【００４３】
　抗微生物の「抗菌」活性または「静菌」活性の違いは、効力の程度を記載する定義であ
り、この効力を測定するための正式な実験プロトコルは、抗微生物剤および抗微生物組成
物の関連性を理解する条件である。抗微生物性組成物は、２種類の微生物細胞の損傷を起
こし得る。第１は、致死性の不可逆的な作用であり、完全な微生物細胞の破壊または機能
喪失が生じる。第２の種類の細胞損傷は可逆的であり、有機体が薬剤のない状態になった
ら、再び増殖し始める。前者は抗菌と呼ばれ、後者は静菌と呼ばれる。除菌剤および消毒
剤は、定義によれば、抗微生物活性または抗菌活性を与える薬剤である。対照的に、防腐
剤は、一般的に、阻害剤または静菌性組成物であると記載される。
【００４４】
　本明細書で使用される場合、用語「実質的に含まない」は、構成要素を完全に欠いてい
るか、または構成要素が組成物の性能に影響を与えないような少量の構成要素を含む組成
物を指す。構成要素は、不純物または混入物質として存在していてもよく、０．５重量％
未満であるべきである。別の実施形態では、構成要素の量は、０．１重量％未満であり、
さらに別の実施形態では、構成要素の量は、０．０１重量％未満である。
【００４５】
　用語「粘度」は、本明細書に従って洗浄、除菌および消毒のための噴霧可能な水性組成
物の特性を記述するために本明細書で用いられる。当業者が理解するように、動的（剪断
）粘度およびバルク粘度の両方を用い、組成物の特性を記載することができる。液体の剪
断粘度は、剪断流に対する抵抗を記述するものである。液体のバルク粘度は、剪断せずに
その流れに抵抗する一種の内部摩擦を示す能力を記述するものである。本明細書に記載さ
れる粘度の測定は、ポアズ（Ｐ）またはセンチポアズ（ｃＰｓ）まで物理的に使用される
。
【００４６】
　用語「重量パーセント（ｗｅｉｇｈｔ　ｐｅｒｃｅｎｔ）」、「重量％」、「重量パー
セント（ｐｅｒｃｅｎｔ　ｂｙ　ｗｅｉｇｈｔ）」、「重量パーセント（％　ｂｙ　ｗｅ
ｉｇｈｔ）」および様々な変形語は、本明細書で使用される場合、物質の重量を組成物の
合計重量で割り算し、１００を掛け算するときの物質の濃度を指す。ここで使用される場
合、「パーセント」、「％」などは、「重量パーセント」、「重量％」などと同義語であ
ることを意図している。
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【００４７】
　本発明の方法および組成物は、本発明の構成要素および成分と、本明細書に記載される
他の成分とを含んでいてもよく、これらから本質的になっていてもよく、またはこれらか
らなっていてもよい。本明細書で使用される場合、「～から本質的になる」は、さらなる
工程、構成要素または成分が、請求される方法および組成物の基本的な新しい特徴を著し
く変えない場合にのみ、その方法および組成物が、さらなる工程、構成要素または成分を
含んでいてもよいことを意味する。
【００４８】
　ミスティングが低減した洗浄組成物
　本発明に係る噴霧可能な水性洗浄組成物は、一般に入手可能な圧力容器、エアロゾルバ
ルブおよびエアロゾル噴霧剤を使用して、加圧エアロゾルスプレーユニットに封入するの
に適している。本発明の噴霧可能な水性洗浄組成物は、さらに、ポンプスプレーヘッドお
よび適切な容器を使用するポンプスプレー形態で使用することができる。水性洗浄組成物
の種々の製剤は、典型的には、困難な無機物、有機物またはマトリックスが混合した汚れ
を含む硬質表面に適用される。そのような汚れには、焼いた食品または炭化した食品の残
留物が含まれる。他の表面は、使用水の実質的に不溶性の硬度成分に由来する汚れを含む
場合がある。本発明の噴霧可能な水性洗浄組成物は、汚れを迅速に除去することができる
が、呼吸困難を引き起こし得る適用中に、ある量のミストまたはエアロゾルの生成に抵抗
する、逆相乳化ポリマーと界面活性剤との固有の組み合わせに起因して、このような汚れ
を迅速に除去する。
【００４９】
　本発明は、少なくとも逆相乳化ポリマーと、界面活性剤（界面活性剤系）と、アルカリ
源、酸源および／または酸化源と、さらなる機能性成分（例えば、溶媒）とを含むか、こ
れらからなるか、またはこれらから本質的になる、ミスティングが低減した噴霧可能な水
性洗浄組成物に関する。いくつかの実施形態では、噴霧可能な組成物は、トリガー噴霧器
（例えば、非低速型または低速型のトリガー噴霧器）を用いて分注されてもよい。噴霧可
能な組成物は、別の方法で同様に分注されてもよい。ミスティングが低減した、噴霧可能
な水性洗浄組成物は、逆相乳化ポリマーが均一な溶液に迅速に分散する結果、製造が容易
である。ミスティングが低減した、噴霧可能な水性洗浄組成物は、製造の容易さに加え、
さらに、例えば、粘度プロファイルが減少したことに起因して、スプレー適用を用いたと
きに適用が容易であり、スプレートリガーを使用するのが容易になるという利点を与える
。さらに、ミスティングが低減した噴霧可能な水性洗浄組成物は、製剤のミスティングを
ほとんど与えないか、または全く与えず、従来の増粘剤（例えば、キサンタンガム）を含
む組成物と比較して、洗浄速度が高い。
【００５０】
　噴霧可能な洗浄組成物は、非ニュートン流体と呼ばれてもよい。ニュートン流体は緩和
時間が短く、剪断粘度と伸長粘度との間に直接の相関関係がある（流体の伸長粘度は剪断
粘度の３倍に等しい）。剪断粘度は、互いに対する層の移動に抵抗する流体の能力の尺度
である。伸長粘度（ｅｌｏｎｇａｔｉｏｎａｌ　ｖｉｓｃｏｓｉｔｙ）は、伸長粘度（ｅ
ｘｔｅｎｓｉｏｎａｌ　ｖｉｓｃｏｓｉｔｙ）としても知られており、流体が、伸長応力
下で弾性的に伸長する能力の尺度である。非ニュートン流体は、剪断粘度と伸長粘度との
間に直接的な相関関係を有さず、歪みがある状態で弾性エネルギーを貯め込むことができ
、伸長粘度が剪断粘度よりも指数関数的に大きくなり、歪みがある状態では増粘効果（す
なわち、剪断増粘）を生じる。非ニュートン流体のこれらの性質は、剪断がない状態では
低い粘度を有するが、トリガー噴霧器からの応力がある状態では増粘し、もっと大きな液
滴を生成する、噴霧可能な組成物が得られる。
【００５１】
　一態様では、本発明による特定の作用機序に限定されるものではないが、噴霧可能な洗
浄組成物は、非ニュートン流体を与え、剪断がない状態では低い粘度を有し、噴霧器（例
えばトリガー噴霧器）からの応力がある状態では増粘し、もっと大きな液滴を生成する、
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噴霧可能な組成物が得られる。本発明は、望ましいミスティング防止特性を与えるために
十分なキサンタンガムを用いた希釈を利用するために、十分な濃度のキサンタンガムを使
用すると、粘度が高すぎて圧送または吸引をすることができない製品が得られる、希釈濃
縮物製品のための濃縮物のためにキサンタンガムを使用して配合しようと企てた従来の製
剤と比較して、有意な利点を与える。有益なことに、本発明による非ニュートン流体は、
スプレー時にミスティング防止特性のための伸長粘度を有しつつ、使用希釈物を生成する
ために圧送するのには十分薄い、希釈用濃縮製品を与える。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、噴霧可能な洗浄組成物は、歪みのない状態では、比較的低い
剪断粘度を有する。一実施形態では、逆相乳化ポリマーを含む噴霧可能な洗浄組成物の剪
断粘度は、水の剪断粘度に匹敵し、「薄い液体」と呼ばれる場合がある。逆相乳化ポリマ
ーを含む噴霧可能な洗浄組成物の適切な剪断粘度は、約１～約１５００ｃＰｓ、または約
１～約１０００ｃＰｓである。当業者が確認するように、高分子量の逆相乳化ポリマーを
使用して超濃縮組成物を生成することができ、噴霧することができる分注システムのため
に、使用組成物を配合する。　好ましい態様では、使用溶液中の噴霧可能な洗浄組成物の
剪断粘度は、約１～約５００ｃＰｓ、約１～約２００ｃＰｓ、好ましくは約１～約１００
ｃＰｓ、または好ましくは約１～約５０ｃＰｓである。一例では、ミスティング防止成分
（すなわち、高分子量逆相乳化ポリマー）は、歪みがない状態では噴霧可能な組成物の剪
断粘度を上昇させず、他の成分（例えば、界面活性剤）によって、上昇した剪断粘度が作
られる。一態様では、高分子量逆相乳化ポリマーは、噴霧可能な組成物の剪断粘度を約１
０％より多く上昇させず、約９％より多く上昇させず、約８％より多く上昇させず、約７
％より多く上昇させず、約６％より多く上昇させず、約５％より多く上昇させず、約４％
より多く上昇させず、約３％より多く上昇させず、約２％より多く上昇させず、または約
１％より多く上昇させない。作用機序に制限されることなく、低濃度で非常に可撓性の高
い高分子量の逆相乳化ポリマーを含んでも、噴霧可能な組成物の剪断粘度は有意に増加し
ない。これと比較して、従来の増粘剤で同じミスティング防止効果を達成するためには、
はるかに高い濃度が必要であり、組成物の粘弾性が著しく増加することになり、ほとんど
の場合、本発明により達成されるような噴霧組成物は得られない。当業者が理解するよう
に、アルカリ源、界面活性剤などの噴霧可能な組成物のさらなる成分は、剪断粘度を有意
に増加させることができる。
【００５３】
　本発明は、逆相乳化ポリマーによって得られる可撓性の粘弾性組成物の結果として、ミ
スティング防止組成物の粘度に予期せぬ利点を与える。これらの利点は、組成物に粘弾性
を付与するためにしばしば使用されるキサンタンガムの従来の使用とは明らかに相違して
いる。しかし、このようなキサンタンガムは、所望の粘弾性を与えるために高濃度を必要
とし、さらにははるかに硬い構造を与え、本発明のポリマーおよび組成物と比較してより
高い剪断粘度を有し、濃縮製品においてキサンタンガムを使用することができず、希釈が
必要となる。その代わり、キサンタンガムは、即使用可能な製品でのみ、使用することが
可能である。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、ミスティングが低減した噴霧可能な水性洗浄組成物の分注さ
れた溶液のメジアン粒径は、ミスティングを低減するほど十分に大きい。当業者には理解
されるように、約１０ミクロン未満の液滴粒径を有する粒子は、容易に吸入することがで
きる。さらに、約０．１ミクロン未満の液滴粒径を有する粒子は、肺に容易に吸入するこ
とができる。したがって、本発明の多くの態様では、本発明による噴霧可能な組成物の試
験および評価は、ミスティングの低減、特に、約１０以下のミクロンサイズの減少または
除外に焦点を当てている。本発明の一態様では、適切なメジアン粒径は、約１１ミクロン
以上、５０ミクロン以上、７０ミクロン以上、約１０ミクロン以上、約１５０ミクロン以
上、または約２００ミクロン以上である。適切なメジアン粒径は、ＲＴＵの組成に依存す
るだろう。例えば、強アルカリ性または強酸性の使用溶液の適切なメジアン粒径は、約１
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００ミクロン以上、より具体的には約１５０ミクロン以上、より具体的には約２００ミク
ロン以上であってもよい。中程度にアルカリ性または酸性のＲＴＵの適切なメジアン粒径
は、約１１ミクロン以上、好ましくは約５０ミクロン以上、より好ましくは約１５０ミク
ロン以上であってもよい。
【００５５】
　本発明による噴霧可能な洗浄組成物は、有利には、逆相乳化ポリマーが周囲温度で少な
くとも約１年間、または周囲温度で少なくとも約２年間安定性を保持する安定な組成物を
提供する。安定性は、噴霧可能な洗浄組成物の維持されたミスティング防止特性によって
測定される。
【００５６】
　実施形態
　本発明による即使用可能な洗浄組成物の例示的な範囲をそれぞれ重量パーセントで表１
、表２（アルカリ性組成物）および表３（酸性組成物）に示す。
【００５７】
　表１（一般）
【００５８】
【表１】

【００５９】
　表２（アルカリ性組成物）
【００６０】
【表２】

【００６１】
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　表３（酸性組成物）
【００６２】
【表３】

【００６３】
　逆相乳化ポリマー
　本発明に係るミスティングが低減した噴霧可能な水性洗浄組成物は、逆相乳化ポリマー
を含む。一態様では、逆相乳化ポリマーは、水溶性改質ポリマーである。一態様では、逆
相乳化ポリマーは、カチオン性、アニオン性、非イオン性、両性および／または会合性で
あってもよい。乳化ポリマーおよびラテックスポリマーとの用語は、本明細書で相互に置
き換え可能に使用されてもよく、カチオン性、アニオン性、非イオン性および／または双
性イオン性ポリマーを含む油中水（Ｗ／Ｏ）乳化ポリマーを指す。
【００６４】
　一態様では、逆相乳化ポリマーは、分子量が約３，０００Ｄａ～約５０００万Ｄａ、約
５００，０００Ｄａ～約３０００万Ｄａ、約１００万Ｄａ～約２５００万Ｄａ、好ましく
は約３００Ｄａ～約２０００万Ｄａである。
【００６５】
　一態様では、逆相乳化ポリマーの比粘度の減少は、一般的に３より大きく、好ましくは
約８より大きく、しばしば約２４ｄｌ／ｇより大きい。
【００６６】
　一態様では、本発明の逆相乳化ポリマーは、粒径が約０．１～約１０ミクロン、好まし
くは約０．２５～約３ミクロンの範囲である。
【００６７】
　一態様では、本発明の逆相乳化ポリマーは、バルク粘度が約５０～５０００ｃＰｓ、好
ましくは約１００～２０００ｃＰｓの範囲である。
【００６８】
　本発明の逆相乳化ポリマーは、不活性疎水相中に水性液滴を含む可撓性ポリマー鎖の安
定化された分散物である。一態様では、逆相乳化ポリマーは、（１）疎水性または炭化水
素連続油の相、（２）水相、および（３）油中水型乳化剤（すなわち界面活性剤系）を含
む３つの成分で構成される。一態様では、逆相乳化ポリマーは、炭化水素マトリックス内
に分散した水溶性ポリマーを含む、連続した炭化水素である。次いで、逆相乳化ポリマー
を、剪断、希釈、および一般的に別の界面活性剤を用いて粒子からポリマーを放出させる
ことによって、使用のために「反転させる」かまたは活性化させる。本明細書に参考とし
て組み込まれる、米国特許第３，７３４，８７３号を参照のこと。高分子量逆相乳化ポリ
マーの代表的調製物は、米国特許第２，９８２，７４９号；同第３，２８４，３９３号お
よび同第３，７３４，８７３号に記載されており、それぞれが本明細書に参考として組み
込まれる。
【００６９】
　別の態様では、米国特許第６，６０５，６７４号および同第６，７５３，３８８号（そ
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れぞれが本明細書に参考として組み込まれる）に開示されているように、遊離ラジカル重
合条件下でのモノマー水溶液の重合によって逆相乳化ポリマーが形成され、ポリマー溶液
を生成する。好ましい態様では、逆相乳化ポリマーは、ラジカル重合によって、油溶性お
よび／または水溶性の開始剤を用いることによって、疎水性連続相に乳化したエチレン性
不飽和の水溶性または水分散性のモノマーおよび／またはコモノマーの水溶液を重合させ
ることによって得られる。
【００７０】
　本明細書で使用される場合、逆相乳化ポリマーの「モノマー」という用語は、重合可能
なアリル系、ビニル系またはアクリル系の化合物を意味する。モノマーは、アニオン性、
カチオン性、非イオン性および／または双性イオン性であってもよい。いくつかの実施形
態では、ビニルモノマーが好ましく、他の実施形態では、アクリル酸またはその塩、Ｎ－
ｔ－ブチルアクリルアミドスルホン酸（ＡＴＢＳ）またはその塩、アクリルアミド三級ブ
チルスルホン酸またはその塩および２－（アクリロイルオキシ）－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチ
ルエタンアミニウム（ＤＭＡＥＡ．ＭＣＱ）などのアクリルおよび／またはアクリルアミ
ドモノマーがより好ましい。
【００７１】
　一実施形態では、非イオン性モノマーは、中性、酸性、アルカリ性および／または酸化
性洗浄組成物での使用に特に適している。非イオン性の水溶性モノマーの代表例としては
、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエ
チルアクリルアミド、Ｎ－イソプロピルアクリルアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－
ビニルメチルアセトアミド、Ｎ－ビニルピロリドン、ヒドロキシエチルメタクリレート、
ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキシプロピルアクリレート、ヒドロキシプロピル
メタクリレート、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチルアクリルアミド、Ｎ－メチロールアクリルアミド
などが挙げられる。
【００７２】
　一実施形態では、アニオン性モノマーは、アルカリ性、中性および／または酸化性洗浄
組成物での使用に特に適している。代表的なアニオン性モノマーとしては、アクリル酸お
よびその塩（限定されないが、アクリル酸ナトリウムおよびアクリル酸アンモニウムを含
む）、メタクリル酸およびその塩（限定されないが、メタクリル酸ナトリウムおよびメタ
クリル酸アンモニウムを含む）、２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸（
ＡＴＢＳ）、ＡＴＢＳのナトリウム塩、アクリルアミド三級ブチルスルホン酸またはその
塩、ビニルスルホン酸ナトリウム、スチレンスルホナート、マレイン酸およびその塩（こ
れに限定されないが、ナトリウム塩およびアンモニウム塩を含む）、スルホネートイタコ
ネート、スルホプロピルアクリレートまたはメタクリレート、またはこれらまたは他の重
合可能なカルボン酸またはスルホン酸の他の水溶性形態が挙げられる。スルホメチル化ア
クリルアミド、アリルスルホネート、ビニルスルホン酸ナトリウム、イタコン酸、アクリ
ルアミドメチルブタン酸、フマル酸、ビニルホスホン酸、ビニルスルホン酸、アリルホス
ホン酸、スルホメチル化アクリルアミド、ホスホノメチル化アクリルアミドなど。
【００７３】
　一実施形態では、カチオン性モノマーは、酸性および／または酸化性洗浄組成物での使
用に特に適している。代表的なカチオン性モノマーとしては、ジアルキルアミノアルキル
アクリレートおよびメタクリレートおよびその四級塩または酸塩が挙げられ、限定されな
いが、ジメチルアミノエチルアクリレートメチルクロリド四級塩、ジメチルアミノエチル
アクリレートメチルサルフェート四級塩、ジメチルアミノエチルアクリレートベンジルク
ロリド四級塩、ジメチルアミノエチルアクリレート硫酸塩、ジメチルアミノエチルアクリ
レート塩酸塩、ジメチルアミノエチルメタクリレートメチルクロリド四級塩、ジメチルア
ミノエチルメタクリレートメチルサルフェート四級塩、ジメチルアミノエチルメタクリレ
ートベンジルクロリド四級塩、ジメチルアミノエチルメタクリレート硫酸塩、ジメチルア
ミノエチルメタクリレート塩酸塩、ジアルキルアミノアルキルアクリルアミドまたはメタ
クリルアミド、およびこれらの四級塩または酸塩、例えば、アクリルアミドプロピルトリ
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メチルアンモニウムクロリド、ジメチルアミノエチルアクリレートメチルクロリド四級塩
、ジメチルアミノエチルアクリレートベンジルクロリド四級塩、ジメチルアミノエチルメ
タクリレートメチルクロリド四級塩、ジメチルアミノエチルメタクリレートベンジルクロ
リド四級塩、メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド、ジメチルアミ
ノプロピルアクリルアミドメチルサルフェート四級塩、ジメチルアミノプロピルアクリル
アミド硫酸塩、ジメチルアミノプロピルアクリルアミド塩酸塩、メタクリルアミドプロピ
ルトリメチルアンモニウムクロリド、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミドメチルサ
ルフェート四級塩、ジメチルアミノプロピルメタクリルアミド硫酸塩、ジメチルアミノプ
ロピルメタクリルアミド塩酸塩、ジエチルアミノエチルアクリレート、ジエチルアミノエ
チルメタクリレート、ジアリルジエチルアンモニウムクロリド、ジアリルジメチルアンモ
ニウムクロリドなどが挙げられる。
【００７４】
　一実施形態では、双性イオン性モノマーは、中性、酸性、アルカリ性および／または酸
化性洗浄組成物での使用に特に適している。代表的な双性イオン性モノマーとしては、Ｎ
，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アンモ
ニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（２－カルボキ
シメチル）－アンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－
Ｎ－（３－スルホプロピル）－アンモニウムベタイン、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリル
アミドプロピル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）－アンモニウムベタイン、２－（メチル
チオ）エチルメタクリロイル－Ｓ－（スルホプロピル）－スルホニウムベタイン、２－［
（２－アクリロイルエチル）ジメチルアンモニオ］エチル　２－メチルホスフェート、２
－（アクリロイルオキシエチル）－２’－（トリメチルアンモニウム）エチルホスフェー
ト、［（２－アクリロイルエチル）ジメチルアンモニオ］メチルホスホン酸、２－メタク
リロイルオキシエチルホスホリルコリン（ＭＰＣ）、２－［（３－アクリルアミドプロピ
ル）ジメチルアンモニオ］エチル　２’－イソプロピルホスフェート（ＡＡＰＩ）、１－
ビニル－３－（３－スルホプロピル）イミダゾリウムヒドロキシド、（２－アクリルオキ
シエチル）カルボキシメチルメチルスルホニウムクロリド、１－（３－スルホプロピル）
－２－ビニルピリジニウムベタイン、Ｎ－（４－スルホブチル）－Ｎ－メチル－Ｎ，Ｎ－
ジアリルアミンアンモニウムベタイン（ＭＤＡＢＳ）、Ｎ，Ｎ－ジアリル－Ｎ－メチル－
Ｎ－（２－スルホエチル）アンモニウムベタインが挙げられる。
【００７５】
　一態様では、水相は、水中で１種以上の水溶性モノマー、任意の重合添加剤、例えば無
機塩または疎水性塩、キレート化剤、ｐＨ緩衝剤、加工助剤などを一緒に混合することに
よって調製される。一実施形態では、モノマーは、エチレン性不飽和水溶性または水分散
性のモノマーおよび／またはコモノマーである。さらなる実施形態では、モノマーは、ラ
ジカル重合を介し、油溶性および／または水溶性の開始剤を使用することによって疎水性
または炭化水素の連続油相中で乳化され、ここで、ポリマーは、非イオン性、陰イオン性
、カチオン性および／または双性イオン性であってもよい。好ましい実施形態では、モノ
マーは、アクリルアミドまたはメタクリルアミド、例えば、アクリル酸またはその塩、Ｎ
－ｔ－ブチルアクリルアミドスルホン酸（ＡＴＢＳ）またはその塩、アクリルアミド三級
ブチルスルホン酸またはその塩または２－（アクリロイルオキシ）－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメ
チルエタンアミニウム（ＤＭＡＥＡ．ＭＣＱ）から選択される。さらに好ましい実施形態
では、モノマーは、さらに、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド、ジメチルアミノエ
チルアクリレートメチルクロリド四級塩、アクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウ
ムクロリド、ジメチルアミノエチルメタクリレートメチルクロリド四級塩、メタクリルア
ミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド、アクリル酸、アクリル酸ナトリウム、ア
クリル酸アンモニウム、メタクリル酸、メタクリル酸ナトリウムおよびメタクリル酸アン
モニウムからなる群から選択される。
【００７６】
　好ましい実施形態では、このモノマーは、アクリルアミドおよび塩化ジアリルジメチル
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アンモニウムである。さらに好ましい実施形態では、このモノマーは、アクリルアミドお
よびジメチルアミノエチルアクリレート塩化メチル四級塩である。さらに好ましい実施形
態では、このモノマーは、アクリルアミド、ジメチルアミノエチルアクリレートベンジル
クロリド四級塩およびジメチルアミノエチルアクリレート塩化メチル四級塩である。微粒
子として有用なアクリル酸とアクリルアミドの代表的なコポリマーとしては、Ｎａｌｃｏ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（ネイパービル、ＩＬ、ＵＳＡ）から入手可能なＮ
ａｌｃｏ（登録商標）８６７７　ＰＬＵＳが挙げられる。アクリル酸とアクリルアミドの
他のコポリマーは、米国特許第５，０９８，５２０号に記載されており、本明細書に参考
として組み込まれる。
【００７７】
　水相中のモノマーの重合度は、油中水乳化重合のための反応密度の変化によって、反応
熱を測定することによって比色分析で、定量的な赤外分光法により、またはクロマトグラ
フィーで、未反応モノマーのレベルを測定スルことによって、決定される。
【００７８】
　一態様では、水相を油相に添加し（高剪断混合または激しく撹拌した状態で）、エマル
ションを生成する。
【００７９】
　疎水性／炭化水素（または油）相は、不活性炭化水素液体と１種以上の油溶性界面活性
剤とを一緒に混合することによって調製される。疎水性液体は、ベンゼン、キシレン、ト
ルエン、鉱油、灯油、ナフサ、石油、およびこれらの組み合わせからなる群から選択され
る。好ましい態様では、疎水性液体は、イソパラフィン系炭化水素である。界面活性剤混
合物は、油連続エマルションの生成を確実にするために、低いＨＬＢを有するべきである
。市販されている油中水型乳化重合のための適切な界面活性剤は、Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒ
ｉｃａｎ　Ｅｄｉｔｉｏｎ　ｏｆ　ＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ
＆Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓにまとめられており、その全体が参考として本明細書に組み込ま
れる。
【００８０】
　一態様では、逆相乳化ポリマーは、は自由に流動する液体である。逆相乳化ポリマーの
水溶液は、最も簡単な方法論では、その全体が本明細書に参考として組み込まれる米国特
許第３，７３４，８７３号に記載されているように、高ＨＬＢ界面活性剤の存在下で激し
く混合しつつ、所望量の乳化ポリマーを水に添加することによって作成することができる
。
【００８１】
　有効量の逆相乳化ポリマーが洗浄組成物に提供され、従来の粘度調整ポリマーよりも低
い濃度の即使用可能なミスティングが低減した組成物を提供する。有益なことに、逆相乳
化ポリマーは、そのような高濃度の製剤であっても粘弾性を維持しながら、希釈系のため
に高度に濃縮される。逆相乳化ポリマーの適切な濃度には、約０．０００１重量％～約１
重量％、約０．０００５重量％～約０．５重量％、約０．０１重量％～約０．２重量％、
より好ましくは約５ｐｐｍ～２００ｐｐｍの活性な逆相乳化ポリマーが含まれる。本発明
によって限定されるものではないが、列挙される全ての範囲は、範囲を規定する数を含み
、定義された範囲内の各整数を含む。
【００８２】
　アルカリ源および／または酸源
　有益には、本発明によるミスティングが低減した噴霧可能な水性洗浄組成物は、中性、
アルカリ性および酸性洗浄組成物の全てに適している。結果として、本明細書に開示され
る逆相乳化ポリマーは、アルカリ性または酸性の洗浄組成物のいずれかを必要とする使用
の様々な用途に適した万能なミスティングが低減した洗浄組成物を提供する。
【００８３】
　アルカリ源
　一態様では、噴霧可能な洗浄組成物は、アルカリ源を含む。アルカリ源は、塩基物質ま
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たは有機アルカリ源または無機アルカリ源であってもよい。本発明の目的のために、塩基
性物質としても知られているアルカリ源は、水性系に添加してｐＨを約７より大きくする
ことができる組成物である。本発明の好ましい態様では、少なくとも約１０のアルカリ性
ｐＨが、噴霧可能な洗浄組成物内で使用される。したがって、アルカリ源は、本発明の水
性系に加え、少なくとも約１０、少なくとも約１１、少なくとも約１１．５、少なくとも
約１２、少なくとも約１３、または少なくとも約１３．５、好ましくは約１１～約１３．
５、より好ましくは約１１．５～約１３．５、またはさらにより好ましくは約１２～約１
３．５のアルカリ性ｐＨを与える。
【００８４】
　当業者であれば、本発明による噴霧可能な洗浄組成物を参照すると、強アルカリ性ＲＴ
Ｕは約１１以上のｐＨを有していてもよく、中程度のアルカリ性ＲＴＵは約７～約１１の
ｐＨを有していてもよい。本発明の一態様によれば、アルカリ源は、強アルカリ性のＲＴ
Ｕを生成するのに十分な量で提供される。
【００８５】
　アルカリ性クリーナー組成物は、アルカリまたはアルカリ土類金属ホウ酸塩、ケイ酸塩
、炭酸塩、水酸化物、リン酸塩およびこれらの混合物を含む無機源を含有するものとして
よく知られている。リン酸塩は、リン酸塩、ピロリン酸塩、ポリリン酸塩（例えば、トリ
ポリリン酸塩）などの広範な種類のリン酸塩材料の全てを含むことを理解されたい。ケイ
酸塩は、メタケイ酸塩、ケイ酸塩などの洗浄に使用される通常のケイ酸塩の全てを含む。
アルカリ金属またはアルカリ土類金属には、ナトリウム、カリウム、カルシウム、マグネ
シウム、バリウムなどの成分が含まれる。アルカリ源の種々の混合物を利用することによ
り、クリーナー組成物を改良することができることを理解されたい。
【００８６】
　好ましい態様では、アルカリ源は、無機アルカリ金属塩基である。さらに好ましい態様
では、アルカリ源は、アルカリ金属水酸化物である。噴霧可能な洗浄組成物は、例えば、
水酸化ナトリウムを含んでいてもよい。本発明のスプレーオン型クリーナーの無機アルカ
リ含有量は、好ましくは、液体（約１０～６０重量％の水溶液）または固体（粉末、フレ
ークまたはペレット）の形態で使用できる水酸化ナトリウムまたは水酸化カリウムから誘
導される。好ましくは、アルカリ金属塩基の好ましい形態は、水溶液中で約５０重量％の
濃度で、様々な粒径および形状の固体形態で得ることができる市販の水酸化ナトリウムで
ある。
【００８７】
　アルカリ性クリーナー組成物は、窒素源を含め、有機源を含むものとしてよく知られて
いる。有機アルカリ源は、多くは、窒素強塩基であり、例えば、アンモニア、モノエタノ
ールアミン、モノプロパノールアミン、ジエタノールアミン、ジプロパノールアミン、ト
リエタノールアミン、トリプロパノールアミンなどを含む。モノアルカノールアミン化合
物を使用することの１つの価値は、液体アミンの溶媒性質に関係がある。かなりの割合の
モノエタノールアミン、モノプロパノールアミンなどの使用は、かなりのアルカリ性を付
与することができるが、本発明の他の物質と組み合わせて実質的な溶媒力を与えることも
できる。好ましい態様では、アルカリ源は、有機モノエタノールアミンである。
【００８８】
　さらに好ましい態様では、アルカリ源は、無機アルカリ性と有機アルカリ性の組み合わ
せである。噴霧可能な洗浄組成物は、例えば、水酸化ナトリウムなどの無機アルカリと、
エタノールアミンなどの有機窒素塩基との組み合わせを含んでいてもよい。
【００８９】
　一例では、有効量のアルカリ源を添加し、アルカリ性ｐＨを維持する。アルカリ源（例
えば、アルカリ源の組み合わせまたは単一アルカリ源のいずれか）の適切な濃度は、洗浄
組成物の約０．１重量％～約２５重量％、約０．１重量％～約２０重量％、約１重量％～
約２０重量％、より好ましくは約１重量％～約１０重量％を含む。本発明によって限定さ
れるものではないが、列挙される全ての範囲は、範囲を規定する数を含み、定義された範
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囲内の各整数を含む。
【００９０】
　酸源
　一態様では、噴霧可能な洗浄組成物は、酸性度または酸源を含む。酸の供給源は、酸の
有機源または無機源であってもよい。酸の供給源は、強酸、または弱酸と組み合わされた
強酸、または弱酸の組み合わせであってもよい。本発明の目的のために、酸の供給源は、
水性系に添加してｐＨを約７より小さくすることができる組成物である。本発明の好まし
い態様では、約７未満、約６、約６以下、約５、約５以下、約４、約４以下、約３、約３
以下、約２、約２以下、約１．５以下、または約１以下の酸性ｐＨ。好ましい態様では、
本発明による酸性組成物のｐＨは、約１～約４、または約１～約３、または好ましくは約
１～約２．５である。
【００９１】
　酸性洗浄組成物は、水性使用溶液中に酸性ｐＨを十分に与える酸味料を含有するものと
してよく知られている。酸は、鉱酸、有機酸、およびこれらの組み合わせからなる群から
選択されてもよい。鉱酸は、塩酸、硫酸、アミド硫酸（９８％）、硝酸、リン酸、フッ化
水素酸、スルファミン酸、およびこれらの組み合わせからなる群から選択されてもよい。
前記有機酸は、クエン酸およびその塩、ギ酸、酢酸、過酸（過酢酸、ペルオキシ酢酸およ
びペルオキシギ酸を含む）、グリコール酸（ヒドロキシ酢酸）、シュウ酸、プロピオン酸
、乳酸（ヒドロキシプロピオン酸）、酪酸、およびこれらの組み合わせからなる群から選
択されてもよい。これらの酸は、化学物質供給会社から入手可能な市販の化学物質である
。これらの酸は、乾燥形態または液体形態で、または乾燥形態または液体形態であり得る
他の機能性化学物質を含む製剤で購入することができる。
【００９２】
　本発明では、「弱い」有機酸および無機酸を酸クリーナーの成分として使用することが
できる。弱酸は、酸が、本発明の洗浄組成物を形成するのに有用な範囲内の濃度で周囲温
度の水に溶解した場合、酸カチオン部分からのプロトンの最初の解離工程が本質的に完了
するまでは進行しない酸である。このような無機酸は、弱電解質とも呼ばれている。この
用語は、Ｑｕａｎｔｉｔａｔｉｖｅ　Ｉｎｏｒｇａｎｉｃ　Ａｎａｌｙｓｉｓ，Ｉ．Ｍ．
Ｋｏｌｔｈｏｆｆら、ＭｃＭｉｌｌａｎ　Ｃｏ．刊行、第３版、１９５２、ｐｐ．３４－
３７という教科書で使用されているためである。最も一般的に市販されている弱い有機酸
および無機酸を本発明で使用することができる。弱い有機酸および無機酸の例としては、
リン酸、スルファミン酸、酢酸、ヒドロキシ酢酸、クエン酸、安息香酸、酒石酸、マレイ
ン酸、リンゴ酸、フマル酸などが挙げられる。
【００９３】
　一例では、有効量の酸源を添加し、酸性ｐＨを維持する。酸源（例えば、酸源の組み合
わせまたは単一酸源のいずれか）の適切な濃度は、洗浄組成物の約０．１重量％～約５０
重量％、約１重量％～約４０重量％、約５重量％～約４０重量％、より好ましくは約１０
重量％～約４０重量％を含む。本発明によって限定されるものではないが、列挙される全
ての範囲は、範囲を規定する数を含み、定義された範囲内の各整数を含む。
【００９４】
　酸化源
　有益には、本発明によるミスティングが低減した噴霧可能な水性洗浄組成物は、中性、
アルカリ性および酸性洗浄組成物（酸化組成物を含む）の全てに適している。結果として
、本明細書に開示される逆相乳化ポリマーは、アルカリ性または酸性の洗浄組成物のいず
れかを必要とする使用の様々な用途に適した万能なミスティングが低減した洗浄組成物を
提供する。したがって、酸化源は、アルカリ源および／または酸源と組み合わせて使用さ
れ、本発明による酸化組成物に所望のｐＨを与えることができる。一態様では、酸化剤は
、約５～約１０、約６～約９、好ましくは約６．５～約８、さらにより好ましくは約７（
すなわち中性）のｐＨになるように配合される（場合により、アルカリ源および／または
酸源を含む）。さらなる実施形態では、酸化源は、洗浄組成物中にさらなるアルカリ源お
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よび／または酸源を含まずに使用することができる。
【００９５】
　適切な酸化剤は、過酸化水素である。過酸化水素Ｈ２Ｏ２は、その低い分子量（３４．
０１４ｇ／モル）のために高い活性酸素比を有するという利点を与え、弱酸性であり、透
明で、無色の液体である。過酸化水素の別の利点は、それが水と酸素に分解することであ
る。これらの分解生成物は、一般に処理される物質と適合性があるので、これらの分解生
成物を有することが有利である。例示的な実施形態では、酸化剤は、酸化剤が過酸化水素
である、ＤｒｙＳａｎ　Ｄｕｏのような配合された組成物で提供することができる。また
は、逆相乳化（油中水）ポリマーを、Ｅｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．から入手可能なＤｒｙＳａ
ｎ　Ｄｕｏなどの酸化製剤に添加することができる。
【００９６】
　さらなる適切な酸化剤には、以下の種類の化合物またはこれらの化合物の供給源を含む
無機酸化剤、またはこれらの種類の化合物を含むアルカリ金属塩、またはそれらと付加物
を形成するものが含まれる。
【００９７】
　過酸化水素；
　第１族（ＩＡ）酸化剤、例えば過酸化リチウム、過酸化ナトリウムなど；
　第２族（ＩＩＡ）酸化剤、例えば、過酸化カルシウム、過酸化ストロンチウム、過酸化
バリウムなど；
　第１２族（ＩＩＢ）酸化剤、例えば、過酸化亜鉛など；
　第１３族（ＩＩＩＡ）酸化剤、例えば、ホウ素化合物、例えば、過ホウ酸塩、例えば、
式Ｎａ２［Ｂｒ２（Ｏ２）２（ＯＨ）４］６Ｈ２Ｏの過ホウ酸ナトリウム六水和物（過ホ
ウ酸ナトリウム四水和物とも呼ばれる）；式Ｎａ２Ｂｒ２（Ｏ２）２［（ＯＨ）４］４Ｈ

２Ｏの過ホウ酸ナトリウム四水和物（過ホウ酸ナトリウム三水和物とも呼ばれる、正式に
はＮａＢＯ３３Ｈ２２Ｏと書かれる）；式Ｎａ２［Ｂ２（Ｏ２）２（ＯＨ）４］の過ホウ
酸ナトリウム（過ホウ酸ナトリウム一水和物とも呼ばれる）など；
　第１４族（ＩＶＡ）酸化剤、例えば、過ケイ酸塩およびペルオキシ炭酸塩（過炭酸塩と
も呼ばれる）、例えば、アルカリ金属の過ケイ酸塩またはペルオキシ炭酸塩など；一実施
形態では、過炭酸塩、一実施形態では、過ケイ酸塩；
　第１５族（ＶＡ）酸化剤、例えば、ペルオキシニトロ酸およびその塩；ペルオキシリン
酸およびその塩、例えば過リン酸塩など、一実施形態では、過リン酸塩；
　第１６族（ＶＩＡ）酸化剤、例えば、ペルオキソ硫酸およびその塩、例えば、ペルオキ
シ一硫酸およびペルオキシ二硫酸、およびこれらの塩、例えば、過硫酸塩、例えば、過硫
酸ナトリウムなど、一実施形態では、過硫酸塩；
　第ＶＩＩａ族酸化剤、例えば過ヨウ素酸ナトリウム、過塩素酸カリウムなど。
【００９８】
　他の活性な無機酸素化合物は、遷移金属過酸化物、および他のそのような過酸素化合物
、およびこれらの混合物を含むことができる。
【００９９】
　過酸化水素は、無機酸化剤の適切な一例を示す。過酸化水素は、過酸化水素と水との混
合物、例えば水溶液中の液体過酸化水素として提供することができる。過酸化水素は、水
中で３５％、７０％および９０％の濃度で市販されている。安全のために、３５％が一般
的に使用される。本組成物は、例えば、約２～約３０重量％または約５～約２０重量％の
過酸化水素を含むことができる。
【０１００】
　一実施形態では、無機酸化剤は、過酸化水素付加物を含む。例えば、無機酸化剤は、過
酸化水素、過酸化水素付加物、またはこれらの混合物を含むことができる。様々な過酸化
水素付加物のいずれも、本発明の組成物および方法に使用するのに適している。例えば、
適切な過酸化水素付加物としては、過炭酸塩、過酸化尿素、ホウ酸過アセチル、Ｈ２Ｏ２

とポリビニルピロリドンの付加物、過炭酸ナトリウム、過炭酸カリウム、これらの混合物
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などが挙げられる。適切な過酸化水素付加物としては、過炭酸塩、過酸化尿素、ホウ酸過
アセチル、Ｈ２Ｏ２とポリビニルピロリドンの付加物、またはこれらの混合物などが挙げ
られる。適切な過酸化水素付加物としては、過炭酸ナトリウム、過炭酸カリウム、または
これらの混合物、例えば過炭酸ナトリウムが挙げられる。
【０１０１】
　ペルオキシカルボン酸は、洗浄組成物のための酸化剤としてさらに使用することができ
る。本明細書で使用される場合、「過酸」という用語は、「過カルボン酸」、「過カルボ
ン酸」または「ペルオキシ酸」とも呼ばれる場合がある。スルホペルオキシカルボン酸、
スルホン化過酸およびスルホン化ペルオキシカルボン酸も、本明細書で使用される「ペル
オキシカルボン酸」および「過酸」という用語に含まれる。「スルホペルオキシカルボン
酸」、「スルホン化過酸」または「スルホン化ペルオキシカルボン酸」という用語は、米
国特許第８，３４４，０２６号および米国特許出願公開第２０１０／００４８７３０号お
よび同第２０１２／００５２１３４号（それぞれが、その全体が参考として本明細書に組
み込まれる）に開示されるようなスルホン化カルボン酸のペルオキシカルボン酸形態を指
す。当業者には理解されるように、過酸とは、カルボン酸のヒドロキシル基の水素がヒド
ロキシ基と置き換わった酸を指す。酸化過酸は、本明細書ではペルオキシカルボン酸とも
呼ばれる場合がある。過酸は、式Ｒ－（ＣＯＯＯＨ）ｎの任意の化合物を含み、ここで、
Ｒは、水素、アルキル、アルケニル、アルキン、アシル、脂環式基、アリール、ヘテロア
リールまたは複素環基であってもよく、ｎが１、２または３であり、親酸にペルオキシの
接頭語を付けることによって命名される。好ましくは、Ｒは、水素、アルキルまたはアル
ケニルを含む。用語「アルキル」、「アルケニル」、「アルキン」、「アシル」、「脂環
式基」、「アリール」、「ヘテロアリール」および「複素環基」は、本明細書に定義され
る通りである。
【０１０２】
　一実施形態では、洗浄組成物は、酸化剤として過酸化水素を含むことができる。さらな
る実施形態では、洗浄組成物は、ペルオキシカルボン酸を含むことができる。
【０１０３】
　好ましい実施形態では、洗浄組成物は、中性組成物のために、過酸化水素である酸化源
を含むことができる。好ましい実施形態では、洗浄組成物は、アルカリ性組成物のために
、塩素である酸化源を含むことができる。
【０１０４】
　界面活性剤
　本発明に係るミスティングが低減した噴霧可能な水性洗浄組成物は、界面活性剤または
界面活性剤系を含む。アニオン性、非イオン性、カチオン性および両性の界面活性剤を含
め、種々の界面活性剤を使用することができる。一態様では、ミスティングが低減した噴
霧可能な水性洗浄組成物は、アルコールエトキシレートを含め、非イオン性界面活性剤を
使用する。他の態様では、ミスティングが低減した噴霧可能な水性洗浄組成物は、アミン
オキシドを含め、（組成物のｐＨに依存して）非イオン性および／またはカチオン性界面
活性剤を使用する。他の態様では、ミスティングが低減した噴霧可能な水性洗浄組成物は
、ココアミドプロピルベタインなどのココベタインを含め、両性界面活性剤を使用する。
他の態様では、ミスティングが低減した噴霧可能な水性洗浄組成物は、非イオン性および
両性の界面活性剤の組み合わせを使用し、例えば、アルコールエトキシレート（例えば、
直鎖アルコールエトキシレートを含み、例えば、Ｃ９－Ｃ１５、Ｃ９－Ｃ１１、Ｃ１２－
Ｃ１３および／またはＣ１２－Ｃ１５直鎖アルコールエトキシレートを含む）、アミンオ
キシドおよび／またはココベタインを含む。
【０１０５】
　適切なアニオン性界面活性剤は、大きな親油性部分と、強いアニオン性基を含有する。
このようなアニオン性界面活性剤は、典型的には、スルホン酸、硫酸またはリン酸、ホス
ホン酸またはカルボン酸基からなる群から選択されるアニオン性基を含有し、中和された
ときにスルホネート、サルフェート、ホスホネートまたはカルボキシレートが得られ、そ
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のカチオンは、好ましくは、アルカリ金属、アンモニウム、アルカノールアミン、例えば
ナトリウム、アンモニウムまたはトリエタノールアミンからなる群から選択される。最も
重要なアニオン性スルホネート界面活性剤またはサルフェート界面活性剤の例としては、
アルキルベンゼンスルホネート、キシレンスルホン酸ナトリウム、ドデシルベンゼンスル
ホン酸ナトリウム、直鎖トリデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム、オクチルデシルベン
ゼンスルホン酸カリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、パルミチル硫酸ナトリウム、ココア
ルキル硫酸ナトリウム、オレフィンスルホン酸ナトリウムが挙げられる。
【０１０６】
　好適な非イオン性界面活性剤は、水性媒体中に溶解したときに別個の電荷を保持しない
。非イオン性の親水性は、水分子との水素結合によって与えられる。このような非イオン
性界面活性剤としては、アルコキシル化界面活性剤、ＥＯ／ＰＯコポリマー、キャップさ
れたＥＯ／ＰＯコポリマー、アルコールアルコキシレート、キャップされたアルコールア
ルコキシレート、これらの混合物などが挙げられる。さらなる適切な非イオン性界面活性
剤としては、アミンオキシド、ホスフィンオキシド、スルホキシドおよびこれらのアルコ
キシル化誘導体が挙げられる。特に好適なアミンオキシドとしては、典型的にはアミンオ
キシド（Ｎ→Ｏ）に結合した３個のアルキル基を含む三級アミンオキシド界面活性剤が含
まれる。一般に、アルキル基は、１個の高級Ｃ６－２４アルキル基と組み合わされた２個
の低級（Ｃ１－４）アルキル基を含むか、または１個の低級アルキル基と組み合わされた
２個の高級アルキル基を含んでいてもよい。さらに、低級アルキル基は、ヒドロキシル、
アミン基、カルボキシル基などの親水性部分で置換されたアルキル基を含むことができる
。
【０１０７】
　アミンオキシド（三級アミンオキシド）は、対応する一般式を有し、
【０１０８】
【化１】

【０１０９】
　式中、矢印は、半極性結合の従来からある表示であり；Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、脂肪
族、芳香族、ヘテロ環、脂環式、またはこれらの組み合わせであってもよい。一般に、目
的とする洗剤のアミンオキシドの場合、Ｒ１は、約８～約２４個の炭素原子を含むアルキ
ル基であり；Ｒ２およびＲ３は、１～３個の炭素原子を含むアルキルまたはヒドロキシア
ルキルまたはこれらの混合物であり；Ｒ２およびＲ３は、例えば、酸素原子または窒素原
子を介して互いに結合し、環構造を形成していてもよく；Ｒ４は、アルキレン基または２
～３個の炭素原子を含むヒドロキシアルキレン基であり；ｎは、０～約２０の範囲である
。アミンオキシドは、対応するアミンと、過酸化水素など酸化剤とから生成することがで
きる。アミンオキシド材料の分類は、溶液のｐＨに依存し得る。酸性側では、アミンオキ
シド材料はプロトン酸塩を生成し、カチオン性界面活性剤の特性を模倣することができる
。中性ｐＨでは、アミンオキシド材料は非イオン性界面活性剤であり、アルカリ性側では
それらはアニオン性の特性を示す。
【０１１０】
　有用な水溶性アミンオキシド界面活性剤は、オクチル、デシル、ドデシル（ラウリル）
、イソドデシル、ココナツまたはタローアルキルジ－（低級アルキル）アミンオキシドか
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ら選択され、その具体例は、オクチルジメチルアミンオキシド、ノニルジメチルアミンオ
キシド、デシルジメチルアミンオキシド、ウンデシルジメチルアミンオキシド、ドデシル
ジメチルアミンオキシド、イソ－ドデシルジメチルアミンオキシド、トリデシルジメチル
アミンオキシド、テトラデシルジメチルアミンオキシド、ペンタデシルジメチルアミンオ
キシド、ヘキサデシルジメチルアミンオキシド、ヘプタデシルジメチルアミンオキシド、
オクタデシルジメチルアミンオキシド、ドデシルジプロピルアミンオキシド、テトラデシ
ルジプロピルアミンオキシド、ヘキサデシルジプロピルアミンオキシド、テトラデシルジ
ブチルアミンオキシド、オクタデシルジブチルアミンオキシド、ビス（２－ヒドロキシエ
チル）ドデシルアミンオキシド、ビス（２－ヒドロキシエチル）－３－ドデコキシ－１－
ヒドロキシプロピルアミンオキシド、ジメチル（２－ヒドロキシドデシル）アミンオキシ
ド、３，６，９－トリオクタデシルジメチルアミンオキシドおよび３－ドデコキシ－２－
ヒドロキシプロピルジ－（２－ヒドロキシエチル）アミンオキシドである。
【０１１１】
　適切な親油性部分およびカチオン性界面活性剤には、水性媒質中に溶解したときに窒素
の親水性部分が正電荷を有するアミノまたは第四級窒素基が含まれる。洗浄組成物は、洗
浄量のカチオン性界面活性剤またはカチオン性界面活性剤の混合物を含むカチオン性界面
活性剤成分を含むことができる。カチオン性界面活性剤は、除菌特性を与えるために使用
することができる。洗浄組成物に使用することができるカチオン性界面活性剤としては、
限定されないが、アミン、例えば、Ｃ１８アルキル鎖またはアルケニル鎖を有する一級、
二級および三級のモノアミン、エトキシル化アルキルアミン、エチレンジアミンのアルコ
キシレート、イミダゾール、例えば、１－（２－ヒドロキシエチル）－２－イミダゾリン
、２－アルキル－１－（２－ヒドロキシエチル）－２－イミダゾリンなど；および四級ア
ンモニウム化合物および塩、例えば、アルキル四級アンモニウムクロリド界面活性剤、例
えば、ｎ－アルキル（Ｃ１２－Ｃ１８）ジメチルベンジルアンモニウムクロリド、ｎテト
ラデシルジメチルベンジルアンモニウムクロリド一水和物、ナフチレン置換四級アンモニ
ウムクロリド、例えば、ジメチル－１－ナフチルメチルアンモニウムクロリドが挙げられ
る。
【０１１２】
　適切な両性界面活性剤は、構造中に酸性および塩基性の親水性部分を両方とも含み、ア
ニオン性またはカチオン性界面活性剤に関連する章で既に記載されたアニオン性基または
カチオン性基のいずれかであり得る。アニオン性基には、カルボキシレート、サルフェー
ト、スルホネート、ホスホネートなどが含まれ、カチオン性基は、典型的には、アミン窒
素を有する化合物を含む。多くの両性界面活性剤は、その親水性傾向を強化するエーテル
オキシドまたはヒドロキシル基も含む。本発明の好ましい両性界面活性剤は、アニオン性
カルボキシレートまたはスルホネート基と結合したカチオン性アミノ基を有する界面活性
剤を含む。有用な両性界面活性剤の例としては、スルホベタイン、Ｎ－ココ－３，３－ア
ミノプロピオン酸およびそのナトリウム塩、ｎ－タロー－３－アミノ－ジプロピオネート
二ナトリウム塩、１，１－ビス（カルボキシメチル）－２－ウンデシル－２－イミダゾリ
ニウム水酸化物二ナトリウム塩、ココアミノ酪酸、ココアミノプロピオン酸、ココアミド
カルボン酸グリシネート、ココベタインが挙げられる。適切な両性界面活性剤としては、
ココアミドプロピルベタインおよびココアミノエチルベタインが挙げられる。
【０１１３】
　逆相乳化ポリマーとの組み合わせのための界面活性剤（界面活性剤系）の適切な濃度に
は、約０．１重量％～約２５重量％、約０．５重量％～約２０重量％、約０．５重量％～
約１５重量％、より好ましくは洗浄組成物の約１重量％～約１０重量％である。本発明に
よって限定されるものではないが、列挙される全ての範囲は、範囲を規定する数を含み、
定義された範囲内の各整数を含む。
【０１１４】
　水
　一態様では、噴霧可能な洗浄組成物は、さらに水を含む。水の適切な濃度には、洗浄組
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成物の約２５重量％～約９９重量％が含まれる。水のより好ましい濃度には、洗浄組成物
の約５０重量％～約９０重量％が含まれる。アルカリ性洗浄組成物において、適切な水の
濃度には、洗浄組成物の約２５重量％～約９９重量％、または洗浄組成物の約５０重量％
～約９０重量％、好ましくは洗浄組成物の約７０重量％～約９０重量％の範囲内である。
酸性洗浄組成物において、適切な水の濃度には、洗浄組成物の約２５重量％～約９９重量
％、または洗浄組成物の約４０重量％～約７０重量％、好ましくは洗浄組成物の約４０重
量％～約６０重量％の範囲内である。水は、別個の成分として洗浄組成物に添加されても
よく、水和水として添加されてもよいことが理解される。
【０１１５】
　さらなる機能性成分
　組成物の成分は、さらに、様々な機能成分と組み合わせることができる。いくつかの実
施形態では、逆相乳化ポリマー、界面活性剤、酸性またはアルカリ性剤、溶媒および水を
含む組成物は、組成物の総重量の大部分または実質的に全てを構成する。例えば、いくつ
かの実施形態では、さらなる機能性成分がほとんど配置されていないか、または全く配置
されていない。
【０１１６】
　他の実施形態では、さらなる機能性成分が、組成物に含まれていてもよい。機能性成分
は、組成物に望ましい特性および機能を与える。本出願の目的のために、用語「機能性成
分」は、水性使用溶液に分散または溶解するときに、特定の用途で有益な特性を与える物
質を含む。機能性物質のいくつかの特定の例が、以下にさらに詳細に記載されており、記
載されている特定の材料は単なる一例として与えられているが、広範囲の他の機能性成分
が使用されてもよい。例えば、以下に記載する機能性物質の多くは、硬質表面の洗浄に使
用される物質に関連する。しかし、他の実施形態は、他の用途に使用するための機能性成
分を含んでいてもよい。
【０１１７】
　いくつかの実施形態では、組成物は、例えば増粘剤および／または粘度調整剤、溶剤、
溶解性調整剤、金属保護剤、安定剤、腐食防止剤、金属イオン封鎖剤および／またはキレ
ート化剤、酸化剤、香料および／または染料、ヒドロトロープもしくはカプラー、バッフ
ァー、硬質表面洗浄のための補助材料などを含む、さらなる機能性成分を含んでいてもよ
い。硬質表面洗浄のための例示的な補助材料には、泡増強剤、発泡抑制剤（所望の場合）
、防腐剤、酸化防止剤、ｐＨ調整剤、香料、着色剤、共溶媒および他の有用な周知の補助
材料が含まれてもよい。
【０１１８】
　水性溶媒
　洗浄組成物は、場合により、相溶性溶媒を含有していてもよい。適切な溶媒は、使用割
合で本発明の水性洗浄組成物に可溶性である。本発明のクリーナー材料は、典型的には、
限定されないが、溶媒などの揮発性有機化合物（ＶＯＣ）も含む。化合物は、その蒸気圧
が２０℃で０．１ｍｍＨｇ未満である場合、不揮発性である。ＶＯＣは、様々な政府機関
による規制の対象となっている。最も顕著な規制は、Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ　Ａｉｒ　Ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｏａｒｄ　ｉｎ　ｉｔｓ　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｐｒ
ｏｄｕｃｔｓ　Ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎによって確立されている。したがって、ＶＯＣが少
ないか、または全く含まれていない本発明の洗浄剤を配合することが望ましい場合がある
。
【０１１９】
　好ましい可溶性溶媒としては、低級アルカノール、低級アルキルエーテルおよび低級ア
ルキルグリコールエーテルが挙げられる。これらの物質は、穏やかな快適な臭いを有する
無色液体であり、優れた溶媒およびカップリング剤であり、典型的には本発明の水性洗浄
組成物と混和性である。このような有用な溶媒の例としては、メタノール、エタノール、
プロパノール、イソプロパノールおよびブタノール、イソブタノール、ベンジルアルコー
ル、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、プロピレン
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グリコール、ジプロピレングリコール、混合エチレンプロピレングリコールエーテルが挙
げられる。グリコールエーテルとしては、低級アルキル（Ｃ１－８）エーテルが挙げられ
、プロピレングリコールメチルエーテル、プロピレングリコールエチルエーテル、プロピ
レングリコールフェニルエーテル、プロピレングリコールプロピルエーテル、ジプロピレ
ングリコールメチルエーテル、ジプロピレングリコールフェニルエーテル、ジプロピレン
グリコールエチルエーテル、トリプロピレングリコールメチルエーテル、エチレングリコ
ールメチルエーテル、エチレングリコールエチルエーテル、エチレングリコールブチルエ
ーテル、ジエチレングリコールメチルエーテルジエチレングリコールフェニルエーテル、
ジエチレングリコールブチルエーテル、エチレングリコールジメチルエーテル、エチレン
グリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールフェニルエーテルなどが挙げられる
。洗浄剤の溶媒容量は、モノアルカノールアミンを使用することによって増大させること
ができる。溶媒は、存在する場合、典型的には約０重量％～約２０重量％の量で存在する
。好ましい実施形態では、溶媒は、即使用可能な溶液中に、１０重量％以下の量で存在し
ない。
【０１２０】
　増粘剤または粘度調整剤
　いくつかの態様では、本発明の組成物の逆相乳化ポリマーは、増粘剤または粘度剤とし
てのキサンタンガムおよび他のさらなるポリマーの使用を防ぐ。したがって、いくつかの
態様では、組成物は増粘剤の使用を含まず、および／または増粘剤を実質的に含まない。
代替的な態様では、組成物の粘度を変えるための逆相乳化ポリマーの使用は、少量のキサ
ンタンガムおよび／または増粘剤または粘度剤としての他のさらなるポリマーと組み合わ
せて使用することができる。本発明の一実施形態では、逆相乳化ポリマーを使用する組成
物は、さらに、組成物の粘度を増加させるためにキサンタンガムを０重量％～約１重量％
、組成物の粘度を増加させるためにキサンタンガムを０．００１重量％～約１重量％、ま
たは、組成物の粘度を増加させるためにキサンタンガムを０．００５重量％～約０．５重
量％含んでいてもよい。
【０１２１】
　様々な周知の有機増粘剤物質が当該技術分野で知られている。少ない濃度の増粘剤が逆
相乳化ポリマーと組み合わせて使用される本発明による代替的な実施形態では、植物源ま
たは動物源に由来する天然ポリマーまたはガムが好ましい。そのような物質は、しばしば
、実質的な増粘能を有する大きな多糖分子である。
【０１２２】
　実質的に可溶性の有機増粘剤を使用して、本発明の組成物にチキソトロピー性を付与す
ることができる。好ましい増粘剤は、かなりの割合の水溶性を有し、容易な除去性を促進
する。可溶性有機増粘剤の例としては、例えば、カルボキシル化ビニルポリマー、例えば
、ポリアクリル酸およびそのナトリウム塩、ホウ酸、ジエタノールアミド、ココジエタノ
ールアミド、ココモノエタノールアミド、ステアリン酸ジエタノールアミド、エトキシル
化セルロース、ヒドロキシエチルスチリルアミド、オレイン酸ジエタノールアミド、ステ
アリン酸モノエタノールアミド、セチルアルコール、ステロイルアルコール、ポリアクリ
ルアミド増粘剤、エタノールグリコールジステアレート、キサンタン組成物、アルギン酸
ナトリウムおよびアルギン製品、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシエチルセル
ロース、およびある程度の割合の水溶解度を有する他の同様の水性増粘剤が挙げられる。
【０１２３】
　例示的な増粘剤としては、キサンタンガム誘導体が挙げられる。キサンタンは、ｘａｎ
ｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒａｓの細胞外多糖である。キサンタンは、コーンシ
ュガーまたは他のトウモロコシ甘味料の副産物に基づく発酵によって作られる。キサンタ
ンは、セルロースに見出されるものと同様のポリβ－（１→４）－Ｄ－グルコピラノシル
骨格鎖を含む。キサンタンガムおよびその誘導体の水性分散物は、新規かつ顕著なレオロ
ジー特性を示す。低濃度のガムは比較的高粘度であり、経済的な使用および適用が可能で
ある。キサンタンガム溶液は高い擬似塑性を示し、すなわち広範囲の濃度にわたって、瞬
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間的に可逆的であると一般に理解されている急速剪断薄化が起こる。剪断されていない材
料は、ｐＨとは無関係であり、広範囲にわたって温度に依存しないように見える粘度を有
する。好ましいキサンタン材料には、架橋キサンタン材料が含まれる。キサンタンポリマ
ーは、大きな多糖分子のヒドロキシル官能性と反応する種々の既知の共有結合反応架橋剤
で架橋することができ、二価、三価または多価金属イオンを用いて架橋することもできる
。このような架橋されたキサンタンゲルは、本明細書に参考として組み込まれる米国特許
第４，７８２，９０１号に開示されている。キサンタン材料のための適切な架橋剤として
は、Ａｌ＋３、Ｆｅ＋３、Ｓｂ＋３、Ｚｒ＋４および他の遷移金属などの金属カチオンが
挙げられる。公知の有機架橋剤も使用することができる。
【０１２４】
　粘弾性界面活性剤
　いくつかの態様では、本発明の組成物の逆相乳化ポリマーは、増粘剤または粘度剤とし
てのさらなるポリマーの使用を防ぐ。したがって、いくつかの態様では、組成物はさらな
る粘弾性界面活性剤の使用を含まず、および／またはこのような増粘剤を実質的に含まな
い。
【０１２５】
　代替の態様では、組成物の粘度を変えるための逆相乳化ポリマーの使用は、例えば、そ
れぞれ全体的に本明細書に参考として組み込まれる米国特許出願公開第２０１４／０１４
８３７１号および米国特許第９，０２９，３１３号に開示されているような少量の粘弾性
界面活性剤と組み合わせて使用することができる。垂直粘着が好ましい例示的な実施形態
では、さらなる増粘剤または粘度剤を使用することができる。本発明の一実施形態では、
逆相乳化ポリマーを使用する組成物は、さらに、組成物の粘度を増加させるための粘弾性
界面活性剤を０重量％～約１重量％、組成物の粘度を増加させるための粘弾性界面活性剤
を０．００１重量％～約１重量％、または組成物の粘度を増加させるための粘弾性界面活
性剤を０．００５重量％～約０．５重量％含んでいてもよい。
【０１２６】
　金属イオン封鎖剤
　洗浄組成物は、有機または無機の金属イオン封鎖剤または金属イオン封鎖剤の混合物を
含有することができる。例えば、クエン酸ナトリウム、ニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）のアル
カリ金属塩、ジカルボキシメチルグルタミン酸四ナトリウム塩（ＧＬＤＡ）、ＥＤＴＡ、
アルカリ金属グルコン酸塩、ポリアクリル酸などの高分子電解質などの有機金属イオン封
鎖剤を本明細書で使用することができる。最も好ましい金属イオン封鎖剤は、金属イオン
封鎖剤と製剤基剤との相溶性のために、グルコン酸ナトリウムのような有機金属イオン封
鎖剤である。
【０１２７】
　本発明はまた、トリポリリン酸ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウムなど、および
これらの混合物を含む複合ホスフェート金属イオン封鎖剤などの材料を含む金属イオン封
鎖剤を組み込むこともできる。リン酸塩、ナトリウム縮合リン酸塩硬度金属イオン封鎖剤
成分は、水軟化剤、洗浄剤および洗剤ビルダーとして機能する。アルカリ金属（Ｍ）の直
鎖および環状の縮合リン酸塩は、一般に、約１：１～２：１およびそれ以上のモル比Ｍ２

Ｏ：Ｐ２Ｏ５を有する。この種の典型的なポリホスフェートは、好ましいトリポリリン酸
ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、メタリン酸ナトリウム、およびこれらのリン
酸塩の対応するカリウム塩およびこれらの混合物である。リン酸塩の粒径は重要ではなく
、細かく分割されているか、または粒状の市販の製品を使用することができる。
【０１２８】
　金属保護剤
　本発明の組成物は、金属を腐食から保護することができる物質を含むことができる。そ
のような金属保護剤には、例えば、グルコン酸ナトリウムおよびグルコヘプトン酸ナトリ
ウムが含まれる。金属保護剤が存在する場合、金属保護剤は、組成物中に約０．１重量％
～約１０重量％の量で存在する。
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【０１２９】
　染料／着臭剤
　種々の染料、香料を含む着臭剤、他の審美性向上剤も、組成物に含まれていてもよい。
適切な市販の染料の例としては、限定されないが、Ｍａｃ　Ｄｙｅ－Ｃｈｅｍ　Ｉｎｄｕ
ｓｔｒｉｅｓ（アフマダーバード、インド）から入手可能なＤｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ　８
６；Ｍｏｂａｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（ピッツバーグ、ＰＡ）か
ら入手可能なＦａｓｔｕｓｏｌ　Ｂｌｕｅ；Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ　Ｃｏ
ｍｐａｎｙ（ウェイン、ＮＪ）から入手可能なＡｃｉｄ　Ｏｒａｎｇｅ　７；Ｓａｎｄｏ
ｚ（プリンストン、ＮＪ）から入手可能なＢａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　１０およびＳａｎ
ｄｏｌａｎ　Ｂｌｕｅ／Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ　１８２；Ｃｈｅｍｏｓ　ＧｍｂＨ（レーゲ
ンシュタウフ、ドイツ）から入手可能なＡｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　２３；Ｓｉｇｍａ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ（セントルイス、ＭＯ）から入手可能なＡｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　１７；
Ｋｅｙｓｔｏｎｅ　Ａｎｉｌｉｎｅ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ（シカゴ、ＩＬ）から入
手可能なＳａｐ　ＧｒｅｅｎおよびＭｅｔａｎｉｌ　Ｙｅｌｌｏｗ；Ｅｍｅｒａｌｄ　Ｈ
ｉｌｔｏｎ　Ｄａｖｉｓ，ＬＬＣ（シンシナティ、ＯＨ）から入手可能なＡｃｉｄ　Ｂｌ
ｕｅ　９；Ｃａｐｉｔｏｌ　Ｃｏｌｏｒ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ（
ニューアーク、ＮＪ）から入手可能なＨｉｓｏｌ　Ｆａｓｔ　ＲｅｄおよびＦｌｕｏｒｅ
ｓｃｅｉｎ；およびＣｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎ（グリーンボロ、ＮＣ）のＡｃｉｄ　Ｇｒｅｅｎ　２５が挙げられる。
【０１３０】
　適切な香料または香りの例としては、限定されないが、テルペノイド、例えば、シトロ
ネロール、アルデヒド、例えば、アミルシンナムアルデヒド、ジャスミン、例えば、Ｃ１
Ｓ－ジャスミンまたはジャスマルおよびバニリンが挙げられる。
【０１３１】
　製造方法
　本発明による洗浄組成物は、一般的に入手可能な容器および混合装置を用い、水性希釈
剤中で成分を組み合わせることによって製造することができる。有益なことに、逆相乳化
ポリマーを使用する洗浄組成物を製造するための特別な製造装置は必要とされない。本発
明の洗浄組成物を製造するための好ましい方法は、成分を攪拌された製造容器に導入する
ことを含む。一態様では、一定量の逆相乳化ポリマー、界面活性剤、水、次いで酸成分ま
たはアルカリ成分が組み合わされる。一態様では、脱イオン水が使用される。
【０１３２】
　有益なことに、洗浄組成物溶液を生成するための高分子量の乳化ポリマーの使用は、洗
浄組成物の粘度を著しく増加させず、または組成物の溶解度の限界を超える結果として、
長時間にわたるエネルギーを消費する溶解（またはポリマーから溶液への変換）を必要と
しない。一態様では、高分子量逆相乳化ポリマーは、洗浄組成物中に容易にブレンドされ
、透明で低粘度の溶液を生じる。一態様では、溶解時間は、均質な溶液については１０分
未満、または５分未満であり、好ましくは、キサンタンなどの伝統的な増粘剤については
３０分～数時間であるのに対して、均質な溶液については３分未満である。
【０１３３】
　ポリマーを溶液に急速に溶解するか、または変換する結果として、高濃縮洗浄組成物は
、約８～２４時間、またはもっと長い時間を必要とする従来のミスティングが低減した組
成物に比べて、約１時間未満で大きなバッチ容量で製造することができる。さらに、洗浄
組成物は、ライン内での混合およびその場での配合を使用して製造することができ、従来
のミスティングが低減した組成物によっては得られない顕著な製造上の利益を与える。こ
のような製造上の利点は、ミスティングが低減した製剤を必要とし、短時間の安定性を有
する種々の噴霧可能硬質表面組成物は、本発明の洗浄組成物を製造する方法によって得ら
れる、改良された製造の容易さからの恩恵を受けるため、特に重要である。
【０１３４】
　使用方法
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　噴霧可能な洗浄組成物は、様々な表面から頑固な汚れを除去するために使用することが
できる。例えば、噴霧可能な組成物は、施設用途、食品および飲料用途、ヘルスケア用途
、車両ケア用途、有害生物駆除用途および洗濯用途に使用することができる。そのような
用途としては、限定されないが、台所および浴室の清掃および脱色、一般的な用途の清掃
および脱色、表面の清掃および脱色（特に硬質表面）、工業用または家庭用クリーナーお
よび抗菌洗浄用途が挙げられる。さらなる用途としては、例えば、洗濯および繊維の清掃
および脱色、カーペットの清掃および脱色、車両の清掃および脱色、所定場所での操作の
清掃、ガラス窓の清掃、空気清浄または香り付け、工業用または家庭用クリーナーおよび
抗菌洗浄用途が挙げられるだろう。有益なことに、逆相乳化ポリマーを含有する洗浄組成
物は、本発明による洗浄組成物の粘度のような薄い液体の結果として、活性洗浄剤が汚れ
に迅速に拡散する速度を与える。
【０１３５】
　噴霧可能な洗浄組成物は、スプレー適用中に組成物の浮遊微粒子の量を低減することが
望ましい任意の環境で使用することができる。本発明の機構によって限定されないが、一
実施形態では、噴霧可能な即使用可能な溶液が分注されるとき、溶液は、増加した液滴メ
ジアン粒径を有し、ミストまたはエアロゾルが低減される。一実施形態では、噴霧可能な
使用溶液は、小さな粒子のエアロゾルをほとんど生成しないか、または全く生成しない。
【０１３６】
　本発明の噴霧可能な洗浄組成物は、ポンプスプレーヘッドおよび適切な容器を使用する
ポンプスプレー形態で使用することができる。この物質は、典型的には、困難な無機物、
有機物またはマトリックスが混合した汚れを含む硬質表面に適用される。そのような汚れ
には、焼いた食品または炭化した食品の残留物が含まれる。他の表面は、使用水の実質的
に不溶性の硬度成分に由来する汚れを含む場合がある。本発明の改良された洗浄組成物は
、このような汚れを迅速に除去する。この洗浄剤は、汚れを迅速に除去することができる
が、呼吸困難を引き起こし得る適用中に、ある量のミストまたはエアロゾルの生成に抵抗
する、逆相乳化ポリマーの固有の組み合わせを有するためである。
【０１３７】
　現在の洗浄組成物は、一時的なトリガー噴霧器を用いて適用することが可能な、即使用
可能な洗浄組成物であってもよい。即使用可能な組成物は、表面に適用する前に希釈する
必要がない。界面活性剤系は、噴霧器を使用して分注されたときに、現在の洗浄組成物の
噴霧化およびミスティングを低減するように機能するだろう。例示的な一時的トリガー噴
霧器は、Ｃａｌｍａｒから入手可能なストック一時的トリガー噴霧器（すなわち、非低速
トリガー噴霧器）を含む。適切な市販のストック一時的トリガー噴霧器には、Ｃａｌｍａ
ｒ　Ｍｉｘｏｒ　ＨＰ　１．６６出力トリガー噴霧器が含まれる。洗浄組成物の高分子量
逆相乳化ポリマーは、分注される洗浄組成物のメジアン粒径を増加させ、使用溶液の吸入
が低減する。
【０１３８】
　洗浄組成物はまた、Ｃａｌｍａｒから入手可能なもののような低速トリガー噴霧器を使
用して分注されてもよい。典型的な一時的トリガー噴霧器は、排出経路の排出端のノズル
端に排出バルブを含む。バネなどの弾性部材は、排出バルブを閉位置に保持する。排出バ
ルブ内の流体圧力が弾性部材の力よりも大きい場合、排出バルブが開き、流体を分注する
。ストックトリガー噴霧器の典型的な排出バルブは、ユーザがトリガー噴霧器の作動速度
を制御することを可能にする絞り弁である。排出バルブの作動速度は流速を決定し、速度
が大きいほど液滴が小さくなる。低速トリガー噴霧器は、オペレータのポンピングストロ
ーク速度を調整し、明確に規定された粒径を生成する２段階の圧力上昇排出バルブアセン
ブリを含んでいてもよい。一例では、２段階の圧力上昇排出バルブは、排出バルブがポン
ピングプロセスの開始時および終了時に開閉するように、高圧閾値を有する第１のバルブ
と、より低い圧力閾値を有する第２のバルブとを含んでいてもよい。例示的な低速トリガ
ー噴霧器は、Ｃａｌｍａｒから市販されており、その全体が本明細書に組み込まれる米国
特許第５，５２２，５４７号および同第７，７７５，４０５号に記載されている。低速ト
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リガー噴霧器は、洗浄組成物の滞留、ミスティングおよび霧化をより少なくし、分注され
る小さな液滴の量を減少させることができる。界面活性剤系を含む洗浄組成物は、低速ト
リガー噴霧器と相乗作用し、成分のみに基づいて予想されるよりも液滴粒径をさらに大き
くすることができる。
【０１３９】
　噴霧されると、高分子量の逆相乳化ポリマーを使用する洗浄組成物は、ミスティングお
よび霧化が低減する。滞留、ミスティングおよび霧化の低減は、適用された溶液の液滴粒
径から決定することができ、液滴粒径の増加は、ミスティングおよび霧化の低減を示す。
吸入の低減も、大容量の空気サンプリングから集めたエアロゾル質量の減少によって間接
的に測定することもできる。液滴粒径が大きくなることも、使用溶液の吸入を減らす。好
ましくは、液滴のメジアン粒径は、約１０ミクロン以上、約５０ミクロン以上、約７０ミ
クロン以上、約１００ミクロン以上、約１５０ミクロン以上、好ましくは約２００ミクロ
ン以上である。限定するものではないが、適応性のある高速度カメラ、レーザー回折およ
び位相ドップラー粒子分析を含む、液滴粒径を決定するためのいくつかの方法がある。市
販のレーザー回折装置としては、Ｍａｌｖｅｒｎから入手可能なＳｐｒａｙｔｅｃおよび
Ｓｙｍｐａｔｅｃから入手可能なＨｅｌｏｓが挙げられる。
【０１４０】
　噴霧すると、高分子量の逆相乳化ポリマーを使用する洗浄組成物は、さらに、長期間に
わたって垂直表面に有益にくっつくように、十分に大きな液滴を有する液体溶液を標的表
面に与える。垂直表面に適用された洗浄組成物は、典型的には重力のために表面を流れ落
ちる。洗浄組成物の溶液は、有益には、長時間にわたって垂直表面にぴったりと付着する
ことができる。すなわち、経過時間が過ぎた後、界面活性剤系を含まない組成物と比較し
て、さらに多量の本洗浄組成物が垂直表面に留まったままである。この付着時間の増加に
よって、表面が洗浄組成物に長期間さらされ、潜在的に良好な洗浄をもたらす。洗浄組成
物は、拭き取ることによって容易に除去することができる。
【０１４１】
　洗浄組成物は、加圧エアロゾルまたはエアロゾルポンプスプレーを使用して分注するこ
ともできる。加圧エアロゾルの適用において、本発明の組成物を、エアロゾル噴射剤と組
み合わせ、金属高圧容器内に封入する。典型的な噴射剤としては、プロパン、ブタンなど
のアルカン類、亜酸化窒素、二酸化炭素、および様々なフルオロカーボンが挙げられる。
加圧エアロゾル容器は、典型的には、容器の全内容物が噴射剤の作用によって確実に分注
されるように、容器の反対側の端部に達するスプレーヘッド、バルブおよび浸漬管を備え
ている。バルブが開かれる（押し下げられる）とき、噴射剤の圧力が、液体を浸漬管およ
びエアロゾルスプレーヘッドに通す。スプレーヘッド出口では、エアロゾルバルブの幾何
形状によって噴霧パターンが形成され、噴霧パターンは、材料を汚れた表面に導く。エア
ロゾル容器、浸漬管、噴射剤およびスプレーバルブは、十分に理解されている商業的技術
である。ポンプスプレー装置は、一般に、容器スプレーヘッドバルブポンプおよび浸漬管
を備えている。ポンプを作動させると、本発明の組成物で満たされたシリンダ内をピスト
ンが移動する。ピストン運動は、スプレーを汚れた表面に付着させるエアロゾルバルブを
通して組成物を強制的に送る。ピストンがその全移動経路に達すると、ピストンはばね作
用によって元の位置に戻され、バルブ開口部を介してシリンダに追加の量の噴霧物質が充
填される。ピストンがシリンダを介して再び押圧されると、バルブは閉じ、溶液のいずれ
かがシリンダから出ることを防ぐ。ポンプスプレーは、かなりの量の物質を汚れた表面上
に運ぶことができる。
【０１４２】
　本明細書中の全ての刊行物および特許出願は、本発明が関連する技術分野の当業者のレ
ベルを示すものである。全ての刊行物および特許出願は、個々の刊行物または特許出願が
参照により組み込まれるように具体的かつ個別に示されているのと同程度に、参照により
本明細書に組み込まれる。
【実施例】
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【０１４３】
　本発明の実施形態は、以下の非限定的な実施例においてさらに定義される。これらの実
施例は、本発明の特定の実施形態を示しているが、単なる例示として与えられていること
を理解すべきである。上述の議論およびこれらの実施例から、当業者は本発明の本質的な
特徴を確認することができ、本発明の精神および範囲から逸脱することなく、種々の使用
および条件に合うように、本発明の実施形態の様々な変更および改変を行うことができる
。したがって、本明細書に示され、説明されたものに加えて、本発明の実施形態の様々な
変更が、上述の説明から当業者には明らかであろう。このような改変も、添付の特許請求
の範囲の範囲内に含まれることが意図されている。
【０１４４】
　実施例１
　噴霧パターン　噴霧パターン試験は、コントロール（レオロジー改質剤を含まない陰性
コントロール、レオロジー改質剤であるキサンタンガムを含む陽性コントロール）と比較
して、スプレー用途のためのミスティングが低減したアルカリ性洗浄組成物の配合のため
の逆相乳化ポリマーの適切さを視覚的に等級付けするために設計された。種々の製剤を以
下の表２に示し、１インチの撹拌棒を使用し、２５０ｒｐｍで調製し、均一な溶液を作成
した。
【０１４５】
　表２（アルカリ性製剤）
【０１４６】
【表４】

【０１４７】
　同じスプレーヘッド（Ｃａｌｍａｒから入手可能な一時的なトリガー噴霧器（Ｃａｌｍ
ａｒ　Ｍｉｘｏｒ　ＨＰ　１．６６出力トリガー噴霧器））を用い、各サンプルを噴霧し
た。全ての噴霧は、紙標的から１４インチ離れた距離から行われた。噴霧は、ベンチ表面
と比較して、水平方向に平行に開始し、噴霧から５秒後に得られた観察のための画像キャ
プチャで、１回の噴霧のトリガーの引っ張りを完了した。各洗浄組成物についてのスプレ
ー適用の観察は、以下のように観察された。
【０１４８】
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　コントロール（陰性）は、非常に小さな液滴を伴う、非常に細かなスプレーとミスティ
ングを生じ、この液滴のスプレーは、シート全体に広がった。この非常に細かいミスト／
スプレーは、広い噴霧パターンを有しており、吸入の結果、顕著な呼吸器への刺激があっ
た。
【０１４９】
　コントロール（陽性）は、大きな液滴粒径を伴う均一なスプレーであり、スプレーの大
部分は、中央に局在化していた。小さなスプレー液滴が、シート全体に広がっていた。他
の製剤と比較して、コントロール（陽性）は、トリガーに反応するのが最も困難であった
（厚みの増加／レオロジーの変化の結果）。
【０１５０】
　製剤１は、重い流れのような噴霧パターンを生じ、シートの中央に局在化した。この製
剤は、シート全体にわたる小さなスプレー液滴の数が最も少なかった。この製剤は、低剪
断下での曳糸性を有するコントロール（陽性）と比較して、低い粘度を有することが観察
された。４００ｐｐｍの逆相乳化ポリマーは、活性物質が３０％であり、１２０ｐｐｍの
活性ポリマーを与えた。
【０１５１】
　レオロジーを変えるための逆相乳化ポリマーを含有する製剤１の比較は、コントロール
（陽性）と比較すると、洗浄組成物を噴霧したときのトリガー使用の応力が低く、容易で
あった。これにより、噴霧または使用の適用が容易になり、製剤１およびコントロール（
陽性）の両方によって達成されるミスティングの低減に対し、さらなる利点を与えている
。観察されたさらなる利点は、コントロールレオロジー改質剤と比較して、乳化ポリマー
の溶解速度が速いことであった。このことから、コントロール（陽性）の均一溶液を得る
のに１～２時間と非常に長い溶解と比較すると、製剤１の均一溶液については、５分未満
で溶解した。
【０１５２】
　実施例２
　噴霧パターンと測定された粘弾性　実施例１の噴霧パターン試験を使用し、コントロー
ル（レオロジー改質剤を含まない陰性コントロール、レオロジー改質剤であるキサンタン
ガムを含む陽性コントロール）と比較して、スプレー用途のためのミスティングが低減し
た酸性洗浄組成物の配合のためのさらなる逆相乳化ポリマーを評価した。種々の製剤を濃
縮物から希釈し、希釈組成物（香料または染料を含まない）を与え、これを以下の表３に
示す。
【０１５３】
　表３（酸性製剤）
【０１５４】
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【表５】

【０１５５】
　全ての配合した溶液では、投入物の添加順序は、乳化ポリマー、界面活性剤、水、次い
で酸の投入であった。乳化ポリマーを使用することの重要な利点は、長時間にわたるエネ
ルギーを消費する溶解を行うことなく、顕著な粘度上昇または溶解度の制限を超えること
なく、高分子量ポリマーを溶液に導入する際の容易さによって実証された。３種類の評価
される高分子量乳化ポリマーを含む製剤２～４の各々の溶解は、容易にブレンドされ、透
明な低粘度の溶液が得られる（コントロール（陽性）の均一な溶液を得るには１～２時間
の非常に長い溶解時間がかかり、非常に良くない組み込みを示すのと比較して、均一な溶
液の場合、５分未満の溶解時間）。キサンタンガムは溶液中でゲルを形成し、激しく混合
した後、容器の底部で再凝集し沈殿し続けた。このように乳化ポリマーの溶解速度が短く
なることは、アルカリ性製剤で観察したものと一致していた。
【０１５６】
　噴霧パターン
　この実施例の噴霧パターンのために、実施例１に対して、以下の変更した条件を使用し
た。目的直径７．５インチ、噴霧距離１８～２０インチ。
【０１５７】
　コントロール（陰性）は、非常に小さな液滴を伴う、非常に細かなスプレーとミスティ
ングを生じ、この液滴のスプレーは、広い均一なパターンでシート全体に広がった。エア
ロゾル化された液滴は、容易に浮遊し、使用時に、適用領域を超えて、ミストの急な発生
に気づいた。
【０１５８】
　コントロール（陽性）は、液滴粒径が大きく、ほとんどエアロゾル化しない、狭いスプ
レーを生じた。トリガーを反応させたり操作したりすることが非常に困難であり（厚みの
増加／レオロジーの変化の結果）、製剤がトリガー内部でゲル化するように見えた。
【０１５９】
　製剤２は、大きな液滴を含む、狭い流れの噴霧パターンを生じた。スプレーは、表面に
接触すると、表面を流れ落ち、粘度（Ｇ’、Ｇ”）（具体的にはＧ’（弾性）およびＧ”
（粘性））の顕著な増加がないことを示しており、粘度（Ｇ’、Ｇ”）の顕著な増加がみ
られない組成物には、本発明の製剤に粘弾性界面活性剤および／または低濃度のキサンタ
ンガムを添加するという選択肢がある。この製剤は、トリガーの引っ張りが滑らかであっ
た。４００ｐｐｍの逆相乳化ポリマーは、活性物質が１０％であり、４０ｐｐｍの活性ポ
リマーを与えた。
【０１６０】
　製剤３は、均一な液滴パターンを有する広い噴霧パターンを生じた。この噴霧は、適用
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領域において、ミストの急な発生が起こらず、評価した製剤の中で最も好ましい噴霧を定
性的に与えた。この製剤は、トリガーの引っ張りが滑らかであり、評価した中でもっと滑
らかなトリガーの引っ張りを示した。４００ｐｐｍの逆相乳化ポリマーは、活性物質が３
０％であり、１２０ｐｐｍの活性ポリマーを与えた。
【０１６１】
　製剤４は、中程度から大きな液滴を含む、小さな噴霧パターンを生じた。この製剤は、
トリガーの引っ張りが滑らかであった。４００ｐｐｍの逆相乳化ポリマーは、活性物質が
５０％であり、２００ｐｐｍの活性ポリマーを与えた。
【０１６２】
　ここでも、レオロジーを変えるための逆相乳化ポリマーを含有する製剤２～４の比較は
、コントロール（陽性）と比較すると、ミスティングが低減した噴霧パターンが得られ、
洗浄組成物を噴霧したときのトリガー使用の応力が低く、容易であった。これにより、噴
霧または使用の適用が容易になり、製剤２～４およびコントロール（陽性）の両方によっ
て達成されるミスティングの低減に対し、さらなる利点を与えている。逆相乳化ポリマー
を使用する製剤は、ミストの急な発生がなかった。特定の作用機序に限定されるものでは
ないが、逆相乳化ポリマー製剤によって達成されるミスティングの低減は、高分子量の可
撓性ポリマーが低レベルである（ポリマーのｐｐｍと活性ポリマーのｐｐｍ）ことと合わ
せて、このポリマーによって与えられる伸長粘度が高いことの結果である。
【０１６３】
　粘弾性
　伸長粘度の変化および噴霧品質への影響を示すＢｈｏｌｉｎレオロジー（Ｇ’、Ｇ”）
粘弾性測定値が得られた。図１は、コントロール（陰性）の測定された粘弾性を示す。図
２は、噴霧試験での明らかなゲル化と一致する、キサンタンガム製剤の膨潤を示すコント
ロール（陽性）の測定された粘弾性を示す。図３は、ミスティングが低減した組成物（水
のように挙動する）について低粘度が測定される、逆相乳化ポリマーを含有する製剤２の
測定された粘弾性を示す。図４は、逆相乳化ポリマーを含有する製剤３の測定された粘弾
性を示す。図５は、逆相乳化ポリマーを含有する製剤４の測定された粘弾性を示す。
【０１６４】
　粘弾性測定（Ｇ’、Ｇ”）の結果は、粘度調整剤の代わりに逆相乳化ポリマーを含有す
る本発明の実施形態に係る組成物が、活性ポリマーが低濃度であっても、高レベルの硬い
レオロジー改質剤（例えば、キサンタンガムまたは他の分散ポリマー）を含む製剤（コン
トロール）と比較して、組成物の噴霧のトリガーを妨害しない、高分子量の可撓性ポリマ
ーを与えることを示す。有益なことに、逆相乳化ポリマーを含有する製剤の粘度が低いこ
とで、均一な溶液を生成するためのポリマーの分散が容易であることに起因して、製造が
容易になる。さらなる利益として、迅速に変換する逆相乳化ポリマーを含有する製剤は、
一般に非溶解性ゲルまたは塊状物の形成と呼ばれるフィッシュアイの生成を回避する。
【０１６５】
　実施例３
　ＴＳＩ　ＯＰＳ粒径試験逆相乳化ポリマーを含む種々の洗浄組成物溶液の粒径分析を行
った。吸入の低減を確認するためのミクロンサイズの粒子は、ＴＳＩ粒子分析を用いて実
施した。
【０１６６】
　シャワーストールに噴霧された後の各処方サンプルの噴霧ミストの質量および計測数を
決定するために、ＴＳＩ　ＯＰＳ（光学粒子計測器）粒径分析機で、本発明の異なる逆相
乳化ポリマーを用いて種々のコントロール処方サンプルを評価した。Ａｅｒｏｓｏｌ　Ｉ
ｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｍａｎａｇｅｒ（ＡＩＭ）ソフトウェアを備えたＴＳＩ　ＯＰＳ装
置を、以下の試験方法論に採用した。
【０１６７】
　ＯＰＳは、電源とコンピュータに接続されている。ＯＰＳのキャップを外し、空気が１
Ｌ／分の速度で入口から流れるようにして、シャワーストールの「呼吸領域」内に配置す
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る。本明細書で言及されるように、呼吸領域は、ミストが、洗浄が必要な表面と接触した
後に、特定の洗浄用途のために洗浄製剤を噴霧するユーザに向かって戻ってくる領域を指
す。呼吸領域を模倣するために、バケツをカートの上に置き、ＯＰＳを、洗浄組成物をシ
ャワーストールに適用する平均的な成人の適用高さを模倣するために適切な高さまで上げ
るように配置した。この実施例の試験は、高さ約５５インチ、シャワー壁からＯＰＳ装置
の位置までを３７．５インチとする例示的な試験のための「呼吸領域」を確立した。シャ
ワーストールのさらなる寸法は、床からスプレーノズルまで５４インチ、床から空気入口
まで５５インチ、床からカーテン上部まで８０インチ、幅（シャワーストール）５８イン
チを含んでいた。シャワーストールの壁は、水で十分に濡れている。サンプルを試験する
前に、最初の測定値を得て、空気について記録する。
【０１６８】
　Ｃａｌｍａｒ　Ｍｉｘｏｒ　ＨＰ　１．６６噴霧器を各サンプル製剤に用い、各試験の
前に噴霧して、確実に下塗りした。シャワーストールの壁は、サンプル製剤を適用する前
に、水で再び十分に濡らしておく。ＯＰＳは、サンプル製剤がシャワーストールに噴霧さ
れる間、データ収集を開始するように作動する。各サンプル製剤をシャワーストールの周
りに４０回噴霧し、ＯＰＳは、サンプル製剤についてのデータを収集する。この試験中、
粒子を試験領域から離れる方へ分散させることによってサンプルの収集を妨げる可能性が
あるため、空気の換気は避ける。各サンプル製剤について、５回のデータ収集が得られ、
最も高い粒子計測数を、そのサンプル製剤のデータ点として使用する。
【０１６９】
　それぞれの試験したサンプル製剤の後、例えば、ファンを使用するか、またはその領域
へのドアを開け、サンプル製剤を用いて以前に噴霧された粒子を排気することによって、
シャワーストール内を空気で吹き飛ばす。残りのサンプル製剤を同じ手順を用いて試験す
る。
【０１７０】
　種々の製剤を使用し、アルカリ性組成物において、逆相乳化ポリマーを含有する種々の
洗浄組成物溶液の安定性を評価し、逆相乳化ポリマーが貯蔵および／運搬中に分解しない
ことを確認した。各試験製剤のサンプルを、上の表２に示すように作成し、室温および５
０℃で８週間にわたって評価した。
【０１７１】
　結果を図６に示しており、呼吸領域内の全粒子数の測定値（０．１～１０ミクロンのミ
スティング粒子の分析）を与え、種々の試験した製剤を用いた実施例によって作成した、
望ましくないミクロンサイズのミストの合計濃度を与えた。この図は、逆相乳化ポリマー
の添加によって、改変していないアルカリ性溶液およびキサンタンガムで改変した溶液と
比較して、小さな粒径の粒子の数が減ることを示しており、さらに、逆相乳化ポリマー溶
液は、貯蔵安定性試験条件で８週間にわたって、小さな粒径で安定なままであることを示
している。
【０１７２】
　有益なことに、このデータは、０．１～１０のミクロン範囲のミスティングまたは跳ね
返って戻ってきた粒子が大きく減少しているため、逆相乳化ポリマーが非常に有効なレオ
ロジー改質剤であることを示している。図６に示すように、苛性アルカリ系組成物で使用
される未改変のキサンタンガムは、５０℃、８週間で分解を示した。しかし、逆相乳化ポ
リマーを含有する製剤は、優れた安定性を示した。
【０１７３】
　実施例４
　さらなる製剤を使用し、酸性組成物において、逆相乳化ポリマーを含有する種々の洗浄
組成物溶液の安定性を評価し、逆相乳化ポリマーが貯蔵および／運搬中に分解しないこと
を確認した。各試験製剤のサンプルを、上の表３に示すように作成し、室温および５０℃
で８週間にわたって評価した。実施例３に記載したのと同じ評価および手順に従った。
【０１７４】
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　結果を図７に示しており、呼吸領域内の全粒子数の測定値（０．１～１０ミクロンのミ
スティング粒子の分析）を与え、種々の試験した製剤を用いた実施例によって作成した、
望ましくないミクロンサイズのミストの合計濃度を与えた。この図は、逆相乳化ポリマー
の添加によって、改変していないアルカリ性溶液およびキサンタンガムで改変した溶液と
比較して、小さな粒径の粒子の数が減ることを示しており、さらに、逆相乳化ポリマー溶
液は、貯蔵安定性試験条件で８週間にわたって、小さな粒径で安定なままであることを示
している。
【０１７５】
　有益なことに、このデータは、０．１～１０のミクロン範囲のミスティングまたは跳ね
返って戻ってきた粒子が大きく減少しているため、逆相乳化ポリマーが非常に有効なレオ
ロジー改質剤であることを示している。また、未改変のキサンタンガムを含む酸性組成物
は、噴霧すると、流れるように出ていき、キサンタンガムコントロールが、ユーザの呼吸
領域に入るであろう小さな粒子の総粒子数を最小限に抑えたとしても（逆相乳化ポリマー
を含有する製剤を用いたときにみられるのと同様に減少した）、まっすぐに向かう「流れ
のように」標的を被覆し、有効性が低い。これとは対照的に、逆相乳化ポリマーを含有す
る製剤は、望ましい（まっすぐに向かう）スプレーによって標的を被覆するが、０．１～
１０ミクロン範囲のミスティング／跳ね返って戻ってきた粒子を低減することは同様に有
効である。
【０１７６】
　実施例５
　汚れの除去／洗浄効率の割合を、重合したグリース汚れ試験、特に、コーン油除去試験
法を用いて評価した。この試験は、グリース除去製剤中の従来の増粘剤であるキサンタン
ガムと比較して、逆相乳化ポリマーとしてポリアクリルポリアクリルアミドコポリマーを
含有する組成物によって達成される汚れに対する作用速度の上昇を示すために行われた。
有利には、本発明の実施形態に示すように、高分子量の逆相乳化ポリマーは、従来の増粘
剤と比較して、洗浄組成物の粘弾性を下げ、したがって、洗浄速度の改善がみられる。洗
浄速度は、洗浄組成物が、設定時間にわたる相対的な汚れ除去によって、重合した汚れに
浸透する能力を示すものである。
【０１７７】
　手順
　パネルの準備
　１．以下の手順を用い、試験用の３０４ステンレス鋼３インチ×５インチのパネルを準
備する。
【０１７８】
　２．清潔なポリウレタンフォームスポンジを用い、コーン油（０．１２ｇ）で被覆する
。
【０１７９】
　３．オーブンを３６２°Ｆで少なくとも３０分間、あらかじめ加熱しておく。
【０１８０】
　４．汚れたパネルを、あらかじめ加熱しておいたオーブンの中央ラック上にあるアルミ
ニウムパンの上に、パネルを１０分、１５分、２０分に１回回転させつつ、可能な限り２
５分間置き、２５分後に取り出した。
【０１８１】
　５．重合した汚れのついたプレートを取り出し、室温まで冷ます。
【０１８２】
　表４の試験手順
　表４
【０１８３】
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【表６】

【０１８４】
　１．平らな面にパネルを置いた。プレートを２００℃で２０分間、さらに加熱するか、
または硬化させることによって、「重合度」は増加した。
【０１８５】
　２．滴下器具を用い、各溶液７滴をパネルに付けた。
【０１８６】
　３．ストップウォッチを開始した。
【０１８７】
　４．接触時間２５秒間、溶液を表面に留めたままにした。
【０１８８】
　５．ストップウォッチを止め、溶液を、ピペットを用い、パネル表面から洗い流す。
【０１８９】
　同じ条件で洗浄組成物のサンプル溶液が除去されたことを確認するための表５の試験手
順。
【０１９０】
　表５
【０１９１】
【表７】

【０１９２】
　１．平らな面にパネルを置いた。プレートを２１０℃で１５分間、さらに加熱するか、
または硬化させることによって、「重合度」は増加した。
【０１９３】
　２．滴下器具を用い、各溶液１４滴をパネルに付けた。
【０１９４】
　３．ストップウォッチを開始した。
【０１９５】
　４．接触時間８０秒間、溶液を表面に留めたままにした。
【０１９６】
　５．ストップウォッチを止め、溶液を、ピペットを用い、パネル表面から洗い流す。
【０１９７】
　結論
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　キサンタンガムの代わりに逆相乳化ポリマーを用いて改変されたＤｅｇｒｅａｓｅｒ　
ＲＴＵ配合物は、設定時間の後に、より効果的に汚れに浸透し、汚れを除去することがで
きる。このことは、キサンタンサンプルと比較して、全領域にわたって亀裂を示す（すな
わち、アルカリ組成物が重合したグリースを破壊する）パネルの合計数によって、表に示
されている。キサンタンガムからの粘度上昇は、汚れの浸透速度を妨害し得ると考えられ
る。Ｄｅｇｒｅａｓｅｒ配合物は、０．２％のキサンタンガム（活性物質２０００ｐｐｍ
）に対し、０．０４％の逆相乳化ポリマー（活性物質１１６ｐｐｍ）であるという点を除
き、同一であった。このデータは、低い剪断粘度に起因して、逆相乳化ポリマーを含む配
合物において、より迅速に進むことができる、洗浄活性を示す拡散速度と相関関係にある
。有益には、これはポリマーの有意に低下した活性レベルで達成される。
【０１９８】
　実施例６
　アルカリ性組成物について実施例５に記載した本発明による洗浄速度に類似する確認を
行うために、汚れの除去／洗浄効率の割合を、酸性組成物について評価した。石鹸スカム
除去試験（合成シャワー汚れを使用する）を行い、逆相乳化ポリマーを含有する本発明の
実施形態による酸性組成物によって達成される洗浄速度を評価した。有益なことに、実施
例に示すように、逆相乳化ポリマーは、汚れの除去と、汚れに浸透して洗浄を行う能力を
悪い方向に妨げない。
【０１９９】
　手順
　スライドの汚れ：
　１．各スライドに番号を付ける
　２．番号を付けた側を下にして、スライドを、標準的な上部ローディング型の秤に置き
、スライド表面に０．５０ｇ（±０．０１ｇ）の汚れを広げる。汚れとスライドの縁との
間の１インチの空間の１／８と１／４の間に放置する。
【０２００】
　３．各スライドについて繰り返し、完全に乾燥させる（少なくとも４時間）。
【０２０１】
　４．乾燥後、スライドを２００℃で、オーブン中で焼き、汚れのついたスライドをオー
ブンのトレイ上に置き、３０分間焼き、取り出し、冷ます。
【０２０２】
　５．各スライドを分析天秤にのせ、スライドと汚れの重量を記録する。
【０２０３】
　洗浄試験：
　１．Ｏ－Ｃｅｌ－Ｏスポンジを３インチ×３．６インチになるように半分に切り、次い
で、十分にすすぎ（好ましくは洗浄機で）、全ての抗菌性添加剤を除去する。
【０２０４】
　２．ガードナーに、２ポンドのパッドキャリッジを取り付ける。
【０２０５】
　３．顕微鏡スライドテンプレートをガードナートレイに入れ、トレイを機械の上に置く
。
【０２０６】
　４．各製品の使用溶液を約３００ｇ準備する。
【０２０７】
　５．スポンジを第１の製品に浸し、手または「スポンジプレス」装置を使用して十分に
絞る。スポンジの片面に、１５ｇの製品を均等に適用する。
【０２０８】
　６．スポンジを、「製品を適用した」側を下にして、キャリッジに置く。
【０２０９】
　７．スライドテンプレートに１つまたは２つのスライドを置く。
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　８．それぞれの試験スライドに５スプレーの製品を噴霧し、製品を３０秒間放置する。
【０２１１】
　９．ガードナーを１５サイクル実行する。
【０２１２】
　１０．スライドを取り出し、ＤＩ水の流水で十分にすすぐ。
【０２１３】
　１１．スライドを少なくとも４時間乾燥させ、最終的な重量を測定する。
【０２１４】
　試験結果の報告：試験したそれぞれの異なる条件を繰り返し、平均減量と標準偏差を報
告する。
【０２１５】
　評価した組成物：カチオン性逆相乳化ポリマーを、市販の酸性浴室洗浄製剤に、濃縮物
中に０．０４％のレベルで添加し、試験のために１０％まで希釈した。コントロール洗浄
組成物は、増粘性ポリマーおよび／またはキサンタンを含まない（このような濃縮製品に
必要な量は禁止されているため）。評価した製剤についての試験結果を図８に示す。この
データは、逆相乳化ポリマーが、汚れの除去を妨げず、この化学物質は、表面に移動し、
効果的に作用することができることを示す。
【０２１６】
　このようにして本発明が記載され、本発明を多くの様式で変えてもよいことは明らかで
あろう。そのような変形は、本発明の精神および範囲からの逸脱とみなすべきではなく、
そのような変更の全ては、以下の特許請求の範囲の範囲内に含まれることが意図される。
上述の明細書は、開示された組成物および方法の製造および使用の説明を提供する。本発
明の精神および範囲から逸脱することなく多くの実施形態を作製することができるので、
本発明は特許請求の範囲に属する。
【図１】 【図２】
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